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Ⅰ．はじめに

これまでの研究において［１］、人形劇の歴史に触れ、保
育における人形劇についての可能性を熊田［２］や松崎［３］

の研究を参考にしながら探ってきたが、保育に人形劇を
取り入れるには保育者が環境を整えることや子どもが経
験を積み重ねることが重要であることがあきらかとなっ
た。実際に、保育の現場ではペープサートやパネルシア
ターなど、シアタースタイルの児童文化財が主流となっ
ており、人形劇は人形を揃えることや保育者が演じるた
めに練習をする時間を作らなければならず、忙しい保育
の現場において取り入れることは容易ではない。しかし、
人形による見立て遊びを通して、子どもは疑似体験や模
倣をすることにより成長を重ねていくものであり、幼児
期に人形劇を鑑賞することは豊かな感性を育て、想像力
の発達を促し、子どもが人形劇を友達と一緒に演じるこ
とにより、表現力や協調性を身に付けることができると
考えられる。

そこで本研究では、子ども達が人形遊びや人形劇鑑賞
を経験し、実際に人形に関わるとどのように変化してい
くのか、その表情や言動を観察し、これからの幼児にとっ
て、また保育において、人形遊びや人形劇がどのような
役割を担うのかについて考えていきたい。

Ⅱ．保育における人形・人形劇の実践

１．人形遊び、人形劇遊びの実践
本研究では、実際に保育の現場へ人形劇を持ち込むと

子ども達はどう反応をするか、またどのような効果があ

るのかについて、中村学園大学付属あさひ幼稚園にご協
力いただき、調査した。

あさひ幼稚園では、保育において人形を遣ったり人形
劇を取り入れたりすることがほとんどない状況であるた
め、今回の調査では、始めに年中組において初めて人形
劇と触れ合う体験をし、その後年長組になって人形劇遊
びを体験した子どもが、どのように人形劇遊びを展開し
ていくのか、その中で人形遊びや人形劇遊びが子どもに
とってどのような効果をもたらすのかについて、長期的
に調査をさせていただいた。

また、設定保育の時間を妨げないよう、調査時間は登
園後から朝の始まり前までの自由遊びの時間とし、人形
を置いただけでは子どもからの関わりが希薄であること
がわかったため、客観性には問題はあるものの、筆者（山
田）が保育者として子どもに関わることにした。

調査日程とその方法については以下の通りであり、こ
の結果より考察を加えていく。

年中時
①	 2014年11月17日（月）18日（火）19日（水）

� 調査時間　９：40～10：20
� 調査場所　年中Ａ組
� 準備物� �人形劇用の人形（男の子　キツネ　鳥　

牛　亀　カブ）ビデオカメラ

（目的）
人形劇に親しみ、子どもに人形への興味を持たせる。
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（方法）
初日は保育室の中央に、ピアノの椅子や園児椅子の上

に人形を置き、その様子を記録。２日目にその人形を使
用した人形劇（大きなカブ）を実演して子ども達に鑑賞
させた。３日目、初日と同じように保育室に人形を置い
てその様子を記録し、初日の反応との比較を行なった。

（結果）
初日

（表１）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 保育者が人形を並べる。

0:03 男児 D、人形を見るが触らず去る。

0:04 男児 D が牛の人形の口元を触る。男児 F も尻尾を触る。

0:05 男児D、鳥の人形を触って落とし、拾って元の場所に戻
す。男児Fは笑いながら見ており、その横の男の子人形
を眺める。

0:41 男児 F も牛の人形の傍に行き「これ何？」と牛の乳を指
す。男児Dもやってきて「これはね、おちち」と言い笑
う。男児 F は「違うよー」と言い、男児 D は「おちちだ
よー」と言う。
近くで遊んでいた女児 A、H がやってきて、女児 A が

「可哀想だってー」と言い、女児 H が「そうだよー」と
言う。
女児Aが「牛のしぼりはこうだって、優しくね」と言い
ながら、乳しぼりの見本を見せる。
女児 H が「触ったらだめって」と言い、女児 A が「そ
うだよ、写真の人がおいてくれたのに」と言う。
男児Dが「ここで遊ぼう」と言い、男児 F、Mも一緒に
人形から離れてままごとコーナーに移動する。

0:44 男児 D が鳥の人形を持ち出し、学生をつつく。

男児 M が男児 D を真似て、学生をつつく。

初日は人形に興味を示すものの積極的に関わる子は少
なく、人形に触れる時間は短かった。飾ってあるので触っ
てはいけないと思っているらしい女児がおり、人形を用
いて遊ぶ姿はほとんど見られなかった。実習生がやって
きた時に男児が人形を用いて触れ合う姿が見られた。

２日目
（表２）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:04 人形劇開始

0:05 女児 A、演じ手に先生がいることに気付き「○○先生が
いる」と小声で言っている。
人形が出てくると女児Aが「あ！Ａ組にあった！！」と
言う。
カブを抜くシーンではテーマソング「カブカブカブカブ
白いカブ、でっかく美味しくなったかな」と言う歌があ
り、何度も繰り返して流れる。

0.07 テーマソングを繰り返すうちに体を揺らしたり口ずさん
だりする子も見られる。
カブが抜けないシーンでは笑いがおこり、後半になるに
つれ笑う子が増えていった。

0:09 人形劇終了

２日目の観劇では、全員が人形劇に見入っていた。カ
ブが抜けないシーンでは笑いが起こり、カブが抜ける時
には男児が歓声をあげていた。担任が演じているのを見
付けて小声で友達に伝えている姿も見られる。人形で見
送ると、ほとんどの子どもが人形を触り、にこやかに退
出していった。

３日目
（表３）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:01 保育者（筆者）が人形を並べていると男児 F が「あのお
人形、あのお人形！」と言いながら寄って来る。男児N、
女児Hも人形を触り、カブを持って「重たい、誰か・・・」
と言う。男児 F が傍に寄る。
男児Q、カブを持つ女児Hに「貸して貸して、一緒にう
んとこしょ、どっこいしょやろー！」と言ってカブを持
ち、取り上げる。

0:10 男児 M、R が人形を見に来る。男児 M は牛の人形を触
りながら「何でこれ動かないの？本物じゃないの？」と
言っている。

0:11 女児 T、U、人形を見に来る。女児Ｓが牛の人形をポン
ポンとたたいている。

0:12 女児 T、U、「カブカブカブカブ白いカブ～」と口ずさみ
ながら去る。

0:31 男児U、キツネの人形を持ち歩き、自分の紙飛行機を拾
うと椅子に座り、紙飛行機をミルクに見立ててキツネに
飲ませる。

0:32 男児U、立ち上がりキツネの人形と紙飛行機を持って移
動する。

３日目は人形を出すなり子ども達が寄って来る。早速
大きなカブの模倣活動が見られた。劇中の歌を口ずさむ
様子も見られる。「何でこれ動かないの？本物じゃない
の？」と言う男児も見られた。キツネの人形に紙飛行機
をミルクに見立てて飲ませる仕草をしている様子も見ら
れ、手で触る程度の関わりであったのが、小さな座布団
大の大きさである亀の人形の上に乗るなど、積極的に関
わる姿が記録された。

（考察）
子ども達の中で保育室に置かれているだけの人形であっ

たものが、人形劇を観劇したことにより、物語に登場し
た人形には感情があるように感じることから、より身近
に感じることができ、親しみを持てるようになったと言
える。また、観劇前に動かない人形を見ても反応しなかっ
た男児Ｍが、観劇後には動かない人形を見て動かないこ
とを不思議に思う様子が見られたことからも、人形に命
があると感じる体験ができたと推測する。

人形劇が始まると、子ども達は人形が動く姿に見入り、
舞台から目を離すことなく人形劇に集中していた。カブ
が抜けるシーンでは歓声が上がる等、人形の様子や物語
を楽しんでいたことから、子どもにとって人形劇観劇は

42



2 山　田　裕美子・古　相　正　美

（方法）
初日は保育室の中央に、ピアノの椅子や園児椅子の上

に人形を置き、その様子を記録。２日目にその人形を使
用した人形劇（大きなカブ）を実演して子ども達に鑑賞
させた。３日目、初日と同じように保育室に人形を置い
てその様子を記録し、初日の反応との比較を行なった。

（結果）
初日

（表１）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 保育者が人形を並べる。

0:03 男児 D、人形を見るが触らず去る。

0:04 男児 D が牛の人形の口元を触る。男児 F も尻尾を触る。

0:05 男児D、鳥の人形を触って落とし、拾って元の場所に戻
す。男児Fは笑いながら見ており、その横の男の子人形
を眺める。

0:41 男児 Fも牛の人形の傍に行き「これ何？」と牛の乳を指
す。男児Dもやってきて「これはね、おちち」と言い笑
う。男児 F は「違うよー」と言い、男児 D は「おちちだ
よー」と言う。
近くで遊んでいた女児 A、H がやってきて、女児 A が

「可哀想だってー」と言い、女児 H が「そうだよー」と
言う。
女児Aが「牛のしぼりはこうだって、優しくね」と言い
ながら、乳しぼりの見本を見せる。
女児 H が「触ったらだめって」と言い、女児 A が「そ
うだよ、写真の人がおいてくれたのに」と言う。
男児Dが「ここで遊ぼう」と言い、男児 F、Mも一緒に
人形から離れてままごとコーナーに移動する。

0:44 男児 D が鳥の人形を持ち出し、学生をつつく。

男児 M が男児 D を真似て、学生をつつく。

初日は人形に興味を示すものの積極的に関わる子は少
なく、人形に触れる時間は短かった。飾ってあるので触っ
てはいけないと思っているらしい女児がおり、人形を用
いて遊ぶ姿はほとんど見られなかった。実習生がやって
きた時に男児が人形を用いて触れ合う姿が見られた。

２日目
（表２）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:04 人形劇開始

0:05 女児 A、演じ手に先生がいることに気付き「○○先生が
いる」と小声で言っている。
人形が出てくると女児Aが「あ！Ａ組にあった！！」と
言う。
カブを抜くシーンではテーマソング「カブカブカブカブ
白いカブ、でっかく美味しくなったかな」と言う歌があ
り、何度も繰り返して流れる。

0.07 テーマソングを繰り返すうちに体を揺らしたり口ずさん
だりする子も見られる。
カブが抜けないシーンでは笑いがおこり、後半になるに
つれ笑う子が増えていった。

0:09 人形劇終了

２日目の観劇では、全員が人形劇に見入っていた。カ
ブが抜けないシーンでは笑いが起こり、カブが抜ける時
には男児が歓声をあげていた。担任が演じているのを見
付けて小声で友達に伝えている姿も見られる。人形で見
送ると、ほとんどの子どもが人形を触り、にこやかに退
出していった。

３日目
（表３）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:01 保育者（筆者）が人形を並べていると男児 F が「あのお
人形、あのお人形！」と言いながら寄って来る。男児N、
女児Hも人形を触り、カブを持って「重たい、誰か・・・」
と言う。男児 F が傍に寄る。
男児Q、カブを持つ女児Hに「貸して貸して、一緒にう
んとこしょ、どっこいしょやろー！」と言ってカブを持
ち、取り上げる。

0:10 男児 M、R が人形を見に来る。男児 M は牛の人形を触
りながら「何でこれ動かないの？本物じゃないの？」と
言っている。

0:11 女児 T、U、人形を見に来る。女児Ｓが牛の人形をポン
ポンとたたいている。

0:12 女児 T、U、「カブカブカブカブ白いカブ～」と口ずさみ
ながら去る。

0:31 男児U、キツネの人形を持ち歩き、自分の紙飛行機を拾
うと椅子に座り、紙飛行機をミルクに見立ててキツネに
飲ませる。

0:32 男児U、立ち上がりキツネの人形と紙飛行機を持って移
動する。

３日目は人形を出すなり子ども達が寄って来る。早速
大きなカブの模倣活動が見られた。劇中の歌を口ずさむ
様子も見られる。「何でこれ動かないの？本物じゃない
の？」と言う男児も見られた。キツネの人形に紙飛行機
をミルクに見立てて飲ませる仕草をしている様子も見ら
れ、手で触る程度の関わりであったのが、小さな座布団
大の大きさである亀の人形の上に乗るなど、積極的に関
わる姿が記録された。

（考察）
子ども達の中で保育室に置かれているだけの人形であっ

たものが、人形劇を観劇したことにより、物語に登場し
た人形には感情があるように感じることから、より身近
に感じることができ、親しみを持てるようになったと言
える。また、観劇前に動かない人形を見ても反応しなかっ
た男児Ｍが、観劇後には動かない人形を見て動かないこ
とを不思議に思う様子が見られたことからも、人形に命
があると感じる体験ができたと推測する。

人形劇が始まると、子ども達は人形が動く姿に見入り、
舞台から目を離すことなく人形劇に集中していた。カブ
が抜けるシーンでは歓声が上がる等、人形の様子や物語
を楽しんでいたことから、子どもにとって人形劇観劇は
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物語に親しみやすく、楽しさや喜びを与えるものである
と言える。

②	 2015年１月13日（火）14日（水）
� 調査時間　９：40～10：20
� 調査場所　年中Ａ組
� 準備物� �人形劇用の人形（男の子　キツネ　鳥　

牛　亀　カブ）ビデオカメラ（14日のみ。
13日は準備不足のためビデオ撮影失敗）

（目的）
子どもが人形を動かし、人形劇を演じる体験をすること

により、どのような反応が見られるかについて考察する。

（方法）
初日は人形の演じ方についてレクチャーし、音源に合

わせて動かしてみる（動画撮影なし）。翌日、ホールにて
実際に演じてみる様子を記録した。

（結果）
２日目

（表４）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:36 人形劇１回目スタート

0:37 保育者、男児Sのサポートをしながら一緒に牛の人形を
演じる。

0:38 キツネの人形には牛のお尻を持つように声をかけると、
カブを引っ張るシーンではスムーズに演じてみせている。
その後の立ち姿などはうまくいかない。

0:40 男児 Fは登場のタイミング以外は自分で演じることがで
き、カブを引っ張る時も亀の上に鳥を立たせる等、前に
観たことを再現している。
エンディングでは、男児 F が亀も一緒に動かしている。
台詞が終わって人形が手を振るシーンは舞台上の子は皆
で手を振っていた。

0:41 演じ終わると机の下にしゃがむ。観客から拍手をもらう。
演じてみたい子はステージに来るように保育者が声を掛
けると、女児 V、W、X、C が上がり、担任と一緒に女
児 I、Y が上がる。
保育者が「沢山練習したお友達に教えてもらってね」と
声を掛け、動かし方をレクチャーする。

0:42 女児 V、C は二人で男の子、女児 W は牛、女児 I は鳥、
女児 Y は亀の人形を担当、キツネには女児 T、X、H が
担当することになる。

0:44 人形劇２回目スタート
男の子の人形はスムーズに動かすことができていた。牛
の人形には援助を要したので保育者が援助した。

0:45 キツネの人形は、女児Tが独占してほぼ一人で演じてい
る。女児Hは保育者に「やめたい」と言って舞台から降
りる。

0:46 亀の台詞で亀の人形の顔を動かせた女児Yは、保育者に
褒められて嬉しそうにしている。

0:47 女児 I の鳥が出番になると、観客から「I ちゃん頑張っ
てー」と女児（？）が応援している様子。（音声のみ）

人形の動かし方についてレクチャーを行なった結果、
保育者（筆者）との信頼関係もまだ築けていない段階な
ので、恥ずかしがる女児Ｑの様子が見られた。女児 Tは
保育者が動かして見せると次第に真似をして動かすこと
ができるようになり、その表情もにこやかになっていっ
た。また、何度も動かしていくうちに人形を使った表現
ができるようになり、手を振る仕草やジャンプをさせる
等、自分で人形の動かし方を工夫し、意欲的になっていっ
た。２日目も女児 T は人形劇を演じることに意欲的に
なっており、ずっと男の子の人形を持っていた。他にも
男の子の人形を遣いたい子がいたので、保育者が女児 T
へ声を掛け、ようやくキツネと交代した。キツネは３人
で演じていたが、女児 Tの意思表示が強く、その独占力
に負けて一緒に人形を遣うことをやめ、女児Ｃは舞台か
ら降りてしまった。

翌日、練習をした子ども達がホールで演じると、観客
の子どもの中には演じることへ興味を持ち、レクチャー
をほとんどせずに舞台へ上がり演じる子も見られた。

（考察）
人形劇としての完成度は低いが、子ども達は人形劇を

演じる体験をすることができた。また、観客の子どもの
中には友達が演じる様子を応援する姿が見られたり、演
じようと意欲的になる子も見られたことから、人形劇は
演じるだけでなく、観ることも子どもの心を動かすこと
ができると言える。人形劇を演じた子どもの中には人形
を離さない女児がおり、その人形を使いたいけれどあき
らめた子どもが数名いた。取り合いになることも考えら
れたが、ここでは女児へ譲ることで争うことにはならな
かった。ここには子どもたちの人間関係が如実に表れて
いると思われるが、普段の子どもたちの性格などを知る
立場には筆者はいない。しかし、こうした葛藤が積み重
なることによって互いを思いやる気持ちがやがて生まれ
てくるものと予想している。このような経験を重ねてい
きながら、相手を思いやる気持ちや気持ちを言葉で伝え
ることへの発達を促すと言える。

年長時
①	 2015年７月８日（水）

� 調査時間　９：00～10：00
� 調査場所　年長Ａ組
� 準備物� �人形劇用の人形（ヘビ　男の子　キツネ　

鳥）チャイルドブックジュニア６･ ７月
号　チャイルドブックぷう８月号　絵本
付属品の既製人形（はるのきゃべ、わん
たくん）　
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（目的）
保育者（筆者）・人形に慣れ親しみ、年長時での調査に

おいて子どもが保育の中でより日常の姿で保育者や人形
に関われるようにする。

（方法）
チャイルドブックジュニア７月号の人形が登場する

ページを人形を使って読む。読んだ後、２学期も人形が
遊びに来ることを話しておく。

（結果）
人形と触れ合い、２学期の調査への導入として人形と

絵本を持ち込み、子どもの様子を記録したところ、信頼
関係の構築できていない保育者が人形で話しかけること
により、スムーズに心を開いて人形との会話を楽しんだ
り、動かしている保育者に話しかけたりする姿が見られ
た。また、保育者が人形をクラスの仲間に入れてもらい
たいと話したところ、クラスの色の名札を作ってくれる
姿も見られた。

（考察）
保育者が人形を用いて絵本を読むことにより、子ども

は絵本の内容を人形と共有する体験をし、人形が登場す
る絵本の世界を人形と一緒に楽しむことができた。子ど
もが絵本に登場する人形が実際に目の前で動いている姿
を見た時に、子どもの笑顔が見られたり、保育室にいる
子ども達が集まってきた。これは、保育者が人形を遣わ
ずに絵本を読む時と比較すると、人形は絵本の内容へ導
入しやすく、絵本の世界へ入り込みやすくすることがで
きると言える。また、人形を持たずに保育者が保育室で
子どもと関わろうとする時よりも、人形を操っている保
育者の方が子どもは警戒することなく親しみを持つこと
ができていた。これは、人形が動いたり話しかけたりす
ることが、子どもの心を開き、またその人形を演じる保
育者に対しても親しみを持つ効果があると言える。

②	 2015年９月７日（月）８日（火）９日（水）
� 調査時間　９:00～10:00　（７日のみ９:00～９:50）
� 調査場所　年長Ａ組
� 準備物� �チャイルドブックジュニア９月号　チャ

イルドブックぷう９月号　絵本付属品の
既製人形（はるのきゃべ、わんたくん）　
指人形（くま）10体　ビデオカメラ　人
形劇用の人形（キツネ、ヘビ、男の子、
カブ）（９日のみ）

（目的）
子どもが人形を遣って遊ぶことにより、どのような遊

びが展開されるのか、また人形を遣ってどのような表現
を楽しむのかについて調査する。

（方法）
初日は保育者が保育室の中央で手踊り人形２体を遣っ

て会話をしている様子を見せたり、絵本を読むなどして
人形で子ども達に話かけ、触れ合う。その後子ども達が
興味を持ったところで、くまの指人形も子ども達が手に
取れるように保育室の中央に配置した。２日目、３日目
も手踊り人形とくまの指人形を保育室に配置し、遊びの
展開を記録した。年中時では、人形劇用の人形を遣って
ホールで人形劇を演じる体験をしたが、人形劇用の人形
は幼児が保育室で人形劇遊びをするには大きすぎて、子
どもが自由に表現できない可能性があると考え、年長時
では既製人形とくまの指人形のみで調査した。しかし、
年中時に人形劇を観たことと保育者のことを覚えていた
子どもからの要望により、最終日のみ人形劇用の人形を
準備した。

（結果）　
初日

（表５）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:16 男児 E、「あ！大根の人だ！」（大きなカブのことを覚え
ている様子）「大根持ってきてよ～」と言う。

0:22 保育者、人形を置いているところへ座り、絵本を開く。

0:23 女児 G、絵本の中のはるのきゃべの上にわんた人形を乗
せて「食べた」と言う。
保育者、きゃべ人形を手にとり、「（絵本の中の）私を食
べないでよー」と演じると、女児A、G、H、I、J、男児
H が集まってくる。

0:24 保育者がきゃべ人形を使って絵本の読み聞かせを始める
と、女児 A、男児 D が座って観る。

0:26 保育者がくまの指人形を出す。
男児 H「ヘビは？ヘビ」（前に持ってきたことを覚えて
いる）と言う。

0:27 女児 J 以外みんなその場を離れる。
男児Dが人形を触りに来る。人形を渡すと手に取る。男
児Fは気になってはいるのか、近くをうろうろしている。
男児 H が保育者が持っている人形を触る。

0:29 男児Dが保育者へ人形の動かし方を聞いている。保育者
がレクチャーをすると動かせるようになり「あ、できた
ね！上手！」と褒めると男児Dは嬉しそうに笑い、くま
の指人形が何度もお辞儀をする仕草をして見せる。その
様子を見て、女児 Iもくまの指人形を手にして動かして
みる。

0:30 女児3人がくまの指人形を近づけて「仲間がいっぱいに
なったね！嬉しいね！」と遊んでいると、女児 J、L が
寄ってくる。3人でくまの指人形でいないいないばぁな
どをしていると女児 Jも参加。他の友達に人形遊びを指
さしてアピールして何かを伝えている。保育者がくまの
指人形に名前をつけることを提案すると、男児Dが「僕
はね」と言ってくまの指人形の顔を見つめ、「ゼロゼロ
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（目的）
保育者（筆者）・人形に慣れ親しみ、年長時での調査に

おいて子どもが保育の中でより日常の姿で保育者や人形
に関われるようにする。

（方法）
チャイルドブックジュニア７月号の人形が登場する

ページを人形を使って読む。読んだ後、２学期も人形が
遊びに来ることを話しておく。

（結果）
人形と触れ合い、２学期の調査への導入として人形と

絵本を持ち込み、子どもの様子を記録したところ、信頼
関係の構築できていない保育者が人形で話しかけること
により、スムーズに心を開いて人形との会話を楽しんだ
り、動かしている保育者に話しかけたりする姿が見られ
た。また、保育者が人形をクラスの仲間に入れてもらい
たいと話したところ、クラスの色の名札を作ってくれる
姿も見られた。

（考察）
保育者が人形を用いて絵本を読むことにより、子ども

は絵本の内容を人形と共有する体験をし、人形が登場す
る絵本の世界を人形と一緒に楽しむことができた。子ど
もが絵本に登場する人形が実際に目の前で動いている姿
を見た時に、子どもの笑顔が見られたり、保育室にいる
子ども達が集まってきた。これは、保育者が人形を遣わ
ずに絵本を読む時と比較すると、人形は絵本の内容へ導
入しやすく、絵本の世界へ入り込みやすくすることがで
きると言える。また、人形を持たずに保育者が保育室で
子どもと関わろうとする時よりも、人形を操っている保
育者の方が子どもは警戒することなく親しみを持つこと
ができていた。これは、人形が動いたり話しかけたりす
ることが、子どもの心を開き、またその人形を演じる保
育者に対しても親しみを持つ効果があると言える。

②	 2015年９月７日（月）８日（火）９日（水）
� 調査時間　９:00～10:00　（７日のみ９:00～９:50）
� 調査場所　年長Ａ組
� 準備物� �チャイルドブックジュニア９月号　チャ

イルドブックぷう９月号　絵本付属品の
既製人形（はるのきゃべ、わんたくん）　
指人形（くま）10体　ビデオカメラ　人
形劇用の人形（キツネ、ヘビ、男の子、
カブ）（９日のみ）

（目的）
子どもが人形を遣って遊ぶことにより、どのような遊

びが展開されるのか、また人形を遣ってどのような表現
を楽しむのかについて調査する。

（方法）
初日は保育者が保育室の中央で手踊り人形２体を遣っ

て会話をしている様子を見せたり、絵本を読むなどして
人形で子ども達に話かけ、触れ合う。その後子ども達が
興味を持ったところで、くまの指人形も子ども達が手に
取れるように保育室の中央に配置した。２日目、３日目
も手踊り人形とくまの指人形を保育室に配置し、遊びの
展開を記録した。年中時では、人形劇用の人形を遣って
ホールで人形劇を演じる体験をしたが、人形劇用の人形
は幼児が保育室で人形劇遊びをするには大きすぎて、子
どもが自由に表現できない可能性があると考え、年長時
では既製人形とくまの指人形のみで調査した。しかし、
年中時に人形劇を観たことと保育者のことを覚えていた
子どもからの要望により、最終日のみ人形劇用の人形を
準備した。

（結果）　
初日

（表５）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:16 男児 E、「あ！大根の人だ！」（大きなカブのことを覚え
ている様子）「大根持ってきてよ～」と言う。

0:22 保育者、人形を置いているところへ座り、絵本を開く。

0:23 女児 G、絵本の中のはるのきゃべの上にわんた人形を乗
せて「食べた」と言う。
保育者、きゃべ人形を手にとり、「（絵本の中の）私を食
べないでよー」と演じると、女児A、G、H、I、J、男児
H が集まってくる。

0:24 保育者がきゃべ人形を使って絵本の読み聞かせを始める
と、女児 A、男児 D が座って観る。

0:26 保育者がくまの指人形を出す。
男児 H「ヘビは？ヘビ」（前に持ってきたことを覚えて
いる）と言う。

0:27 女児 J 以外みんなその場を離れる。
男児Dが人形を触りに来る。人形を渡すと手に取る。男
児Fは気になってはいるのか、近くをうろうろしている。
男児 H が保育者が持っている人形を触る。

0:29 男児Dが保育者へ人形の動かし方を聞いている。保育者
がレクチャーをすると動かせるようになり「あ、できた
ね！上手！」と褒めると男児Dは嬉しそうに笑い、くま
の指人形が何度もお辞儀をする仕草をして見せる。その
様子を見て、女児 Iもくまの指人形を手にして動かして
みる。

0:30 女児3人がくまの指人形を近づけて「仲間がいっぱいに
なったね！嬉しいね！」と遊んでいると、女児 J、L が
寄ってくる。3人でくまの指人形でいないいないばぁな
どをしていると女児 Jも参加。他の友達に人形遊びを指
さしてアピールして何かを伝えている。保育者がくまの
指人形に名前をつけることを提案すると、男児Dが「僕
はね」と言ってくまの指人形の顔を見つめ、「ゼロゼロ
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ゼロ」と言う。女児 J は「ぺろちゃん」と言う。男児 D
くま人形を持ち、立ち去る。

0:32 準備途中の女児Oに声を掛けると「あとでやる！」「めっ
ちゃくちゃ可愛いもん、だってめちゃくちゃ可愛いもん」
と言う。男児Fうろうろしながら様子を見ている。女児
I が座って参加。保育者が「まだ名前が決まってないん
だぁ」と言うと女児 O が「リボンちゃん」「ほしくん」
と提案して準備の続きをしに行く。

0:33 女児Ｉ、J 人形それぞれが持っている人形をくっつけて
ニコニコする。女児Ｉ、J、保育者で人形をくっつけて
遊ぶ（みんなで手を上に挙げて降ろすと、女児Iが「バッ
シャーン」と言う。）
男児 Fが保育者の近くに座り、絵本（チャイルドブック
ジュニア）を読み始める。

0:35 女児 A、H、K が部屋に戻って来る。女児 K はすぐにく
まの指人形を手に取り仲間に入る。ほしくん、りぼん
ちゃん、ハートちゃん等、人形の名前が決まる。

0:39 男児 F、人形の数を数えたり、人形の周りをうろうろす
る。
女児 Jが人形を職員室の先生へ見せに行きたい様子だっ
たので保育者が「行っておいでよ」と声を掛けると、保
育者も一緒に行くことになり、くまの指人形を持って移
動。６体ほど部屋に残していった。

0:41 男児F、人形のそばで絵本（チャイルドブックジュニア）
の裏表紙の迷路を見ている。その後、人形を眺めるが触
らない。

初日は録画を開始してから保育者が人形を遣い始める
前までの間、人形を触った子どもは一人だけで、登園し
てくる子どもは人形を見ることはあっても触ったり立ち
止まったりすることはなかった。しかし、保育者が人形
を手にすると子ども達が集まってきて興味を持った。年
中時に大きなカブを演じた様子を覚えていて、「あ！大根
の人だ！」と言う姿や、７月に持ち込んだヘビの人形の
ことを覚えており、「ヘビは？」と聞いてくる姿が記録さ
れた。また、くまの指人形を用いた人形遊びでは、遊び
のきっかけは保育者が与え、名前をつけて見立て遊びを
始めたが、双子の兄弟や三つ子の兄弟と設定が展開して
いき、触れ合い遊びを楽しむ様子が記録された。女児が
先生方に人形を見せたいと意思表示をし、職員室まで移
動する姿も見られた。

２日目
（表６）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:10 保育者が「ここならお料理もできそうだな」と言うと、
女児Aが「小さいよ」「でも、作るのが高いよ」等と言っ
ている。男児 B「何が大好物なの？」と保育者が持って
いるくまの指人形に聞く。保育者は「ホットケーキはち
みつたっぷり」と答える。女児Aが「でもはちみつない
よ」と言うと、男児Bが「あ、でもロールケーキだった
ら・・・」と言う。保育者が「じゃあロールケーキ作っ
てくれる？」と聞くと少し笑う。男児Hが四角いトレー
を保育者に差し出す。「これ何ができたの？」と聞くと

「ホットケーキ」と答える。保育者が「やったー！」と
言ってくまの指人形で食べる演技をする。「はちみつが
足りないよ」と言ってみると、男児Hが追加で作る仕草
をする。女児 Jとホットケーキを食べる遊びをしている
と、女児 I が「何しよーと？」と声を掛けてくる。保育

者が「みんなでホットケーキを食べてるんだよ」と言う
と女児 I近くにある他のくまの指人形を集めてくる。女
児 J、トレーを差し出して「どうぞ」と言う。保育者が

「わぁ、はちみつたっぷりホットケーキ美味しそう！い
ただきます！」と言って食べる仕草をする。保育者が

「ぺろちゃんのお顔にはちみつついてるよ」と言ってペ
ロペロと何度も言っていると周囲の子が笑い、登園した
ばかりの女児 B もその様子を見ている。

0:16 女児 J「あ、いいこと思いついた！」と言ってトレーを
くまのベットに見立て、「ベットの船だよ～」と言って
くまの指人形を乗せたトレーを持ち上げる。女児 Iも真
似をして一緒に空をとんでいる仕草をする。男児Cはそ
の様子をみている。空を飛ぶ遊びはそのまま廊下へ移動。
一周回って戻って来る。

0:29 滑り台を作ることになり、棚の段差に女児 I と J がまま
ごとのシンクの蓋を立てかけ、滑り台遊びが始まる。長
くしたい様子で「どうしたら長くなるかなぁ？」と保育
者が言うと、女児 Iがまな板を繋げる。くまの指人形が
よく滑ったので、保育者がきゃべ人形、わんた人形も滑
らせると、男児 D がやってきた。

0:31 女児 I がプラスチックトレーを持ってきて「これ、どう
する？」と言う。
男児 D「ここに落ちる滑り台……」と言ってニコニコし
ていると男児 M に話し掛けられその場を去る。
女児B、I、Jの３人で箱やトレーを組み合わせて考えな
がら滑り台を作っている。

0:32 女児 J が「新しい滑り台できたよ」と保育者を呼びに来
る。保育者がくまの指人形を「シュー！」と言って滑ら
せると、女児 J は「ジャンプだ！」と言ってくまの指人
形を高く持ち上げる。女児 Jはくまの指人形を持ったま
まお店屋さんごっこのコーナーへ行く。

0:35 ぺろちゃん（女児 J のくま人形）はお店屋さんのコー
ナーでアイスを買って食べている。保育者もお店屋さん
ごっこのコーナーへくまの指人形を持って遊びに行く。
女児 B、I、男児 F がお店屋さんの中で対応をしている。
女児Lが叫びながらお店屋さんごっこのコーナーへやっ
て来て参加。女児Lもくまの指人形を手にはめるが、動
かし方がわからず保育者に聞く。保育者が動かし方を教
える。女児 L もくま人形にアイスを食べさせる。

0:42 男児 L が床に台とトレーを置いて滑り台を作る。「でき
たよー」と保育者に声を掛けるが、男児Dにトレーをま
な板と取り替えられる。女児Gも手伝い、斜面ができる
と男児Dがキャベ人形を滑らせてみる。男児Lはじっと
見ている。男児 M も立ったまま見ているが、男児 D の
近くに座る。滑り台はすぐに壊れてしまう。

0:43 女児 L、「ケーキが当たりましたよー」とくまの指人形
を使って保育者に声を掛け、積み木のケーキを渡すとま
たお店屋さんのコーナーへ戻る。

0:44 男児 Eが「くま多すぎるやろ」と話し掛けてくる。自分
の妹について話を始める。

0:45 女児 J、L、お店屋さんから何か食べ物（積み木）を買っ
てきてくまの指人形に食べさせる。

0:46 女児 J、くまの指人形でお買い物をする。

0:50 保育者、男児D考案のくじおとしゲームにくまの指人形
で参加する。女児 J、くまの指人形でくじ落としゲーム
の挑戦する。うまく落とせたので保育者が「やったね！
やったね！」と人形で触れ合う。男児 D からようかん

（積み木）をもらう様子を男児 L が見ている。

0:59 男児 F、くまの指人形を手にはめて積み木を食べさせる
真似をし、保育者の頭を食べる振りをする。

２日目はくまの指人形による遊びが主体的に発展して
いき、ホットケーキを食べていたくまの指人形が空を飛
ぶ、発熱する、滑り台を作り滑らせる、と発展した。そ
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6 山　田　裕美子・古　相　正　美

こへ別の遊びをしている子ども達が滑り台作りに合流し
たかと思うと、ままごとコーナーへくまの指人形を持ち
込み、お客さん役となってアイスを食べていたり、くじ
引き屋さんがくまの指人形へ商品を届けに来たり、と個々
での遊びが交流し、室内中の子ども達が人形と関わる遊
びを楽しんだ。

３日目
（表７）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 男児 L、ヘビの人形を手にはめる「上手に動かせるよう
になったね」と保育者が話し掛けると、ヘビの人形で男
の子の人形にかぶりつく動作をする。

0:03 男児 L、くまの指人形を袋から出す。

0:08 保育者、男児 J にくまの指人形で「おはよう」と話し掛
けると、男児 J はくま人形にタッチする。

0:11 男児 J、キャベ人形を手にして「はるのきゃべって？」
と言い、人形を置いて去る。男児 L が「はるのきゃべ
つ、はるのきゃべつ」と言い、ままごとコーナーから降
りてきて「はるのきゃべつを・・・見てて」と言って手
で鉄砲の形を作り「バン！バン！」と撃つ真似をして見
せる。保育者が「ひどいひどいー」とくま人形を使って
言うと、保育者のところへ来てくま人形も撃つ。「やめ
てよー」と言うと、指でくま人形の顔をはじいたり、耳
元で奇声を発したりする。

0:12 くま人形を手にとり、保育者の元へ。保育者が「仲間が
増えた！わーい！」と言うと男児Lはくま人形で頭突き
をする。保育者が「ぎゅー」「仲良し仲良し」等と声を
掛けるが、攻撃的な接し方はあまり変化しない。

0:14 男児 L「そうだ、もうひとつつけちゃお」と言ってくま
人形を両手にはめる。「仲間が増えた！楽しいな！」と
言いながら人形を左右に振ると、男児 L も真似をする。

「ジャーンプ！」と言うと一緒に同じ動きをし、笑顔が
見られる。

0:15 男児 L がくま人形をもう一体持ってきて「これもつけ
て」と保育者に渡す。

0:16 男児 L「一緒に大大ジャンプしよう」と言い、２回ほど
一緒にジャンプをするが、続かない。「手が暑くなちゃっ
た」と言って人形を外す。男児 L、ヘビ人形を手にはめ
る。（以後撮影不能）

最終日は一番に登園していた男児Lとしばらく関わり、
その後は室内で遊んでいる男児 D、F、M も人形遊びを
楽しむ結果となった。男児 L は昨年度の人形劇で使用し
た人形のことを覚えており、「鳥は持ってきてないと？」
と発言するが、人形に対して攻撃的で、遊びの展開も人
形を銃で撃つ、人形が毒蛇にかまれる、人形の首を絞め
る、人形の顔を壁に押し当てる、蛇を振り回す、カブの
葉をちぎろうとする、男の子の人形の髪の毛をむしる等
の行動が見られた。その都度優しく触れるように声を掛
け、人形にも命があることなどを話したり、いたわる仕
草をすると、少し優しく接するが、すぐに荒い行動に戻
る。「もうお人形の村から幼稚園に行きたくないって言う
かもしれないよ？もうボブちゃんは来ないかもしれない
よ？」と声を掛けると、「秘密基地にきてもいいよ」と人
形へ話しかけていた。この日は女児が人形遊びに参加し

ていなかったためなのか、以前から人形に対して興味を
示していた男児数名による人形遊びが展開される時間が
長く続き、人形を使った見立て遊びを楽しんでいた。後
半になり、女児Ｊ、Ｏが登園し、女児Ｊは準備が終わる
なりすぐにクマの人形を遣い始めた。

（考察）
人形を置いているだけでは子どもが人形と関わること

がほとんどなかったことから、人形遊びが定着していな
い場合は保育者が遊びのきっかけを作らなければならな
いことがわかる。このことから、保育において導入は欠
かせないことがわかる。また、人形遊びは主体的に展開
したことから、保育者は主体的な活動を子どもと一緒に
遊びながら見守り、寄り添うことが子どもの遊びの発展
を促すことへ繋がると言える。男児 L については、環境
によって落ち着いて過ごせたり乱暴に振る舞ったりとそ
の様子が変化することが窺えた。保育者と人形で触れ合
う中で男児 Lは人形へ攻撃的に関わっていたが、人形遊
びを展開していくうちに男児 Lから保育者へ声を掛けて
くるようになった。攻撃的な関わりをしている時の男児
L は、攻撃する様子を保育者が見ているかを確認してい
るようであったが、くまの指人形を保育者と一緒にジャ
ンプさせる遊びをした時は人形を見つめ、笑顔をみせて
いた。このことから、保育者が男児 L と人形を用いて関
わりながら触れ合うことにより、男児Ｌが保育者や人形
に親しみを持ち始めたと言える。また、外遊びから戻っ
た女児達がすぐに人形を使い始めたことから、この期間
にくまの指人形と触れ合った経験から人形へ親しみを持
つことができたと言える。

最終日では、女児のいない室内において、これまで人
形遊びに消極的であった男児が人形遊びを楽しむ様子が
見られた。女児が遊んでいるのが楽しそうに見えたのか、
女児がいる間は女児が遊びを主体的に展開するので一緒
に遊ぶことを避けたのか、理由ははっきりとは言えない
が、女児が遣っていない時間に男児が人形遊びを楽しん
だことは、子どもが遊びを選択する際には自分が遊びた
い物で遊ぶ場合だけでなく、遊びたい人と遊びたい物で
遊ぶ場合もあることから、人間関係が関与していること
も窺える。

③	 2015年10月26日（月）～29日（木）
� 調査時間　26日９:15～10:30　27日９:00～10:00
� � � � �28日９:00～10:20　29日９:00～10:30
� 調査場所　年長Ａ組
� 準備物� �人形劇『金の斧と銀の斧』セット（くま

の木こり人形２体、くまの泉の精人形１
体、家２つ、泉、斧４本、舞台用布）く
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6 山　田　裕美子・古　相　正　美

こへ別の遊びをしている子ども達が滑り台作りに合流し
たかと思うと、ままごとコーナーへくまの指人形を持ち
込み、お客さん役となってアイスを食べていたり、くじ
引き屋さんがくまの指人形へ商品を届けに来たり、と個々
での遊びが交流し、室内中の子ども達が人形と関わる遊
びを楽しんだ。

３日目
（表７）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 男児 L、ヘビの人形を手にはめる「上手に動かせるよう
になったね」と保育者が話し掛けると、ヘビの人形で男
の子の人形にかぶりつく動作をする。

0:03 男児 L、くまの指人形を袋から出す。

0:08 保育者、男児 J にくまの指人形で「おはよう」と話し掛
けると、男児 J はくま人形にタッチする。

0:11 男児 J、キャベ人形を手にして「はるのきゃべって？」
と言い、人形を置いて去る。男児 L が「はるのきゃべ
つ、はるのきゃべつ」と言い、ままごとコーナーから降
りてきて「はるのきゃべつを・・・見てて」と言って手
で鉄砲の形を作り「バン！バン！」と撃つ真似をして見
せる。保育者が「ひどいひどいー」とくま人形を使って
言うと、保育者のところへ来てくま人形も撃つ。「やめ
てよー」と言うと、指でくま人形の顔をはじいたり、耳
元で奇声を発したりする。

0:12 くま人形を手にとり、保育者の元へ。保育者が「仲間が
増えた！わーい！」と言うと男児Lはくま人形で頭突き
をする。保育者が「ぎゅー」「仲良し仲良し」等と声を
掛けるが、攻撃的な接し方はあまり変化しない。

0:14 男児 L「そうだ、もうひとつつけちゃお」と言ってくま
人形を両手にはめる。「仲間が増えた！楽しいな！」と
言いながら人形を左右に振ると、男児 L も真似をする。

「ジャーンプ！」と言うと一緒に同じ動きをし、笑顔が
見られる。

0:15 男児 L がくま人形をもう一体持ってきて「これもつけ
て」と保育者に渡す。

0:16 男児 L「一緒に大大ジャンプしよう」と言い、２回ほど
一緒にジャンプをするが、続かない。「手が暑くなちゃっ
た」と言って人形を外す。男児 L、ヘビ人形を手にはめ
る。（以後撮影不能）

最終日は一番に登園していた男児Lとしばらく関わり、
その後は室内で遊んでいる男児 D、F、M も人形遊びを
楽しむ結果となった。男児 Lは昨年度の人形劇で使用し
た人形のことを覚えており、「鳥は持ってきてないと？」
と発言するが、人形に対して攻撃的で、遊びの展開も人
形を銃で撃つ、人形が毒蛇にかまれる、人形の首を絞め
る、人形の顔を壁に押し当てる、蛇を振り回す、カブの
葉をちぎろうとする、男の子の人形の髪の毛をむしる等
の行動が見られた。その都度優しく触れるように声を掛
け、人形にも命があることなどを話したり、いたわる仕
草をすると、少し優しく接するが、すぐに荒い行動に戻
る。「もうお人形の村から幼稚園に行きたくないって言う
かもしれないよ？もうボブちゃんは来ないかもしれない
よ？」と声を掛けると、「秘密基地にきてもいいよ」と人
形へ話しかけていた。この日は女児が人形遊びに参加し

ていなかったためなのか、以前から人形に対して興味を
示していた男児数名による人形遊びが展開される時間が
長く続き、人形を使った見立て遊びを楽しんでいた。後
半になり、女児Ｊ、Ｏが登園し、女児Ｊは準備が終わる
なりすぐにクマの人形を遣い始めた。

（考察）
人形を置いているだけでは子どもが人形と関わること

がほとんどなかったことから、人形遊びが定着していな
い場合は保育者が遊びのきっかけを作らなければならな
いことがわかる。このことから、保育において導入は欠
かせないことがわかる。また、人形遊びは主体的に展開
したことから、保育者は主体的な活動を子どもと一緒に
遊びながら見守り、寄り添うことが子どもの遊びの発展
を促すことへ繋がると言える。男児 L については、環境
によって落ち着いて過ごせたり乱暴に振る舞ったりとそ
の様子が変化することが窺えた。保育者と人形で触れ合
う中で男児 L は人形へ攻撃的に関わっていたが、人形遊
びを展開していくうちに男児 L から保育者へ声を掛けて
くるようになった。攻撃的な関わりをしている時の男児
L は、攻撃する様子を保育者が見ているかを確認してい
るようであったが、くまの指人形を保育者と一緒にジャ
ンプさせる遊びをした時は人形を見つめ、笑顔をみせて
いた。このことから、保育者が男児 L と人形を用いて関
わりながら触れ合うことにより、男児Ｌが保育者や人形
に親しみを持ち始めたと言える。また、外遊びから戻っ
た女児達がすぐに人形を使い始めたことから、この期間
にくまの指人形と触れ合った経験から人形へ親しみを持
つことができたと言える。

最終日では、女児のいない室内において、これまで人
形遊びに消極的であった男児が人形遊びを楽しむ様子が
見られた。女児が遊んでいるのが楽しそうに見えたのか、
女児がいる間は女児が遊びを主体的に展開するので一緒
に遊ぶことを避けたのか、理由ははっきりとは言えない
が、女児が遣っていない時間に男児が人形遊びを楽しん
だことは、子どもが遊びを選択する際には自分が遊びた
い物で遊ぶ場合だけでなく、遊びたい人と遊びたい物で
遊ぶ場合もあることから、人間関係が関与していること
も窺える。

③	 2015年10月26日（月）～29日（木）
� 調査時間　26日９:15～10:30　27日９:00～10:00
� � � � �28日９:00～10:20　29日９:00～10:30
� 調査場所　年長Ａ組
� 準備物� �人形劇『金の斧と銀の斧』セット（くま

の木こり人形２体、くまの泉の精人形１
体、家２つ、泉、斧４本、舞台用布）く

� 7保育における人形・人形劇の活用　―幼稚園での実践をもとに―

まの指人形５体　ビデオカメラ

（目的）
主体的に人形劇遊びを楽しむことにより、人形で感情

を表現したり工夫して演じたりすることが、子どものど
のような発達を促す効果に繋がっていくのかについて調
査する。

（方法）
初日は、保育者２名（筆者と大学院生）によるくまの

指人形を使ったテーブル人形劇『金の斧と銀の斧』を鑑
賞させ、テーブル人形劇に親しみ、興味を持たせた。（表
８では、筆者は保育者 A、大学院生は保育者 B と表記す
る）その後、鑑賞した題材を、人形を使って模倣してみ
る様子を記録した。２日目以降は子どもが主体的に行動
する様子を記録し、保育者は活動の援助を行った。研究
計画当初は28日までの３日間の調査予定であったが、人
形劇の小道具作りに熱中し、演じてみる時間がなくなっ
てしまったため、子どもからの継続したいという要望も
あり、園へ相談した結果、29日まで期間を延長してもら
い、その様子を記録した。

（結果）
初日

（表８）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 保育者A、Bがくまの指人形を使ったテーブル人形劇「金
の斧と銀の斧」を演じて見せる。

0:11 女児 J、N がやってきて、くまの指人形を手にはめる。
保育者Aが「僕たちの人形劇どうだった？」とくまの指
人形で尋ねると、女児 N が人形を動かしながら「面白
かった」と言う。

0:12 女児 H「ねぇねぇ、何してるの？」と声を掛けてくる。
保育者Aが「一緒に人形劇しない？」と言うと頭を横に
振る。しかし、演じている様子を見ていて「仲間に入れ
て」と言い、くまの指人形を手にはめて参加する。女児
H が「やってみる。恥ずかしいけど」と言うと、女児 N
が「私恥ずかしくない、姫がやりたい」と言う。女児B、
様子を見ていたが保育者Bにくまの指人形を渡され、手
にはめる。女児Hが「全然動かしきれない、人形なんて
動かしたことないから」と言うと、隣で女児Bが動かし
て見せ、女児 H の顔の前に突き出し、脅かす仕草をす
る。女児 H が喜んで逃げ、女児 B が追いかける。女児
H「ねぇねぇ、どうやってやるの？うまく手が入らない」
と保育者Aに聞いている。女児Bは「こうだよ」と動か
してみせている。

0:16 女児 H「ほら見て！パチパチしてる」とくまの指人形を
動かして見せる。女児Hが女児Nに台詞を教えている。

0:19 保育者 B と女児 N がくまの指人形で演じていると、女
児 H が「お礼にキスをあげましょう」と保育者 B の人
形にくまの指人形でキスをして見せ、「キスしちゃっ
たー！！」と言ってはしゃぐ。女児Nがくまの指人形を
手にはめる。保育者に使い方を聞く。「じゃあ始めるよ」
と保育者 A に声を掛ける。

0:20 配役を話し合う。女児Nは「私これやるから」と泉の精
の役になる。保育者Aが「青の悪い木こりの役は誰がす
る？と聞くが、女児 H、J が「やだ！」と言う。保育者
Aが青衣装の悪い木こりの役を担当することにし、女児
J は赤衣装の良い木こりの役になった。

0:21 人形劇スタート。男児 F が笑顔で様子を見ている。

0:28 2回目人形劇スタート。

0:35 「おしまい」と言うと「もう一回したい！もう一回した
い！」と言って配役交代を始める。女児Gが「今度はみ
んなで台詞言ってみよう」とみんなに声を掛ける。女児
B が「うん、いいよ」と言う。

0:40 ３回目人形劇スタート。女児Cは良い木こり、女児 Iは
悪い木こり、女児 B は泉の精（黄色衣装のくまの指人
形）、女児 G はサポートを担当。女児 G がカウントダウ
ンをして始まる。演者のうち、女児Bはしっかりと台詞
を言うが、他の二人は台詞を言えず、保育者Aが代わり
に台詞を言う。

0:45 ３回目人形劇終了。女児Gが「カットカット」と言って
ビデオカメラ（保育者 B）が一旦撮影を止めた。

0:47 ４回目人形劇スタート。女児Gは良い木こり、女児Bは
悪い木こり、女児Fは泉の精、他に女児C、I、Kも参加
しており、小道具等のサポートをしている。女児 G が

「みんなでむかーしむかしから言おう」と声をかけ、一
緒に「むかーしむかし、あるところに」までは言えたも
のの、先が続かない。「二人の木こりがいました」と保
育者 A と女児 B が言う。「自由に台詞を言っていいよ」
と保育者Aが声を掛けると、女児Bが「今から木を伐り
に行こう」と台詞を言う。場面転換になると男児 Jが池
を下げるのを手伝った。女児B、「いいえ、違います。気
を伐っていたら落としてしまったのです」と自分で台詞
を言うと保育者 A の方を見て笑う。保育者 A が「おし
まいの時はみんなで人形を持ってさぁ……」と言うと3
人とも人形を持ち、声を合わせて「おーしーまい！」と
言った。

1:00 女児 G「もう一回やりたい！」と言う。女児Kが「違う
のやりたい」と言うので「他のくまちゃんも使っていい
から、みんなでできる何か違うお話を考えてみたら？」と
保育者Aが提案すると、話し合いが始まった。女児K「も
もたろう！」女児H「ももたろう？」女児B「ももたろ
う！」女児G「いやだ！ももたろう」女児H「いやだー」
女児B「いやだー」女児 I「いやだー」女児G「いやだー」
女児H「ねぇねぇ、ちょっといい考えがあるんだ。かぐ
や姫はだめ？」女児 F「そしたらさ、かぐや姫の絵本を
みながらにしたら？」女児 K「見たことないのに言うな
よ」女児 G「やりたい！見たことあるもん・・・」女児
F「見たことないけど観たい」女児H「じゃあ、絵本持っ
て来ようか？」女児 K「持ってこんでいい！もってこん
でいい！」「かぐや姫人おらんやん」女児 F「じゃあ手
伝おっか？」女児 K「いや、いい！」女児 B「じゃあも
う一回やろ？」「家出して、家」と言ってようやく準備
再開。女児 I、K が家を出す。（５回目省略）

1:07 ６回目人形劇スタート。女児Gは良い木こり、男児Dは
悪い木こり、女児Cは泉の精、他に女児Aは小道具等の
サポート。観客は舞台の前に女児が2名いる。声は小さ
いが、自分達で台詞を言い、保育者のサポートは必要な
くなった。女児Gはふざけて演じるが、演じている子ど
も達は笑っている。女児 J、くま人形を取り、手にはめ
てどこかへ行く。

1:17 （以下「かぐや姫」の劇の準備をしていくが省略する。）

初日、登園するなり子ども達は興味を持って寄って来
た。くまの人形を使ったテーブル人形劇を観劇すると、
演じることに意欲を示す姿が見られた。役を交代しなが
ら何度か演じるうちに台詞も覚えて言えるようになって
いった。慣れてくるとアドリブでふざけて演じる姿も見
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られるようになる。女児ばかり６人くらいで話し合いな
がら人形劇遊びを楽しんでいる様子だが、観客が増える
と表情が硬くなり、それまでのように自由に表現できな
くなる場面も見られた。以前から興味はあるものの女児
の中に入れず参加できなかった男児へ声を掛けてみると、
次の回から仲間に入ることができていた。「違う劇もした
い」と言い、オリジナルを作ってみるように話すと話し
合いはするものの形にはならない。しばらくすると女児
２人が画用紙を緑に塗って竹を作り始める。かぐや姫を
演じようと準備をしている様子であったが、自由遊びの
時間が終了となり、続きは翌日となった。

２日目
（表９）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 保育室が卒園写真撮影で9:30まで使用不可能となったた
め、保育者が未就園児クラスへ出張公演することを提案
してみると、女児 B、F、G が名乗り出た。

0:15 未就園児クラス移動して舞台を設置し、人形劇練習ス
タート。女児 F は良い木こり、女児 B は悪い木こり、
女児 G は泉の精を担当。カウントダウンをするように
促し、「むかしむかし、あるところに二人の木こりが住
んでいました」と保育者が言うと、女児 F が「木を伐
りに行こう」、女児 B が「そうしよう」と自発的に台詞
を言う。
場面転換は女児Gが積極的にするが、その後の台詞が続
かず、ナレーションと台詞を保育者が援助する。女児G
が泉の精が出すと保育者を見ながらも「あなたはこの泉
にいたずらをしましたね」と台詞を言う。女児Fは台詞
を言えずにいるので、保育者や女児Gが援助する。女児
G が「あなたが落としたのは、この金の斧ですか？」と
言うと、女児Fは「いいえ、違います」と台詞が言えた。
斧を全部渡す場面が難しく、女児Gが「ちょっとお待ち
下さい」と観客に言う。
保育者が「悪いきこりは嘘をついたので自分の斧も返し
てもらえませんでした」と言うと、女児 G が「せーの」
と声を掛けると、３人で人形を前に出し、声を合わせて

「おーしーまい！」と言った。

0:19 未就園児クラスの先生と子ども２人が拍手をしているが、
多くの子どもはぽかーんとしている。ほっとした様子の
３人。女児 F は「手が暑い～」と言っている。

0:20 未就園児クラスの先生が「お姉さん達上手でしたね～」
と言うと女児Gが「今度は本番です！」と言って手を腰
に当てる。未就園児クラスの先生が「練習だけでも面白
かった」と言うと満足気な表情をする。

（その後本番となり、途中小道具の出し入れ等で戸惑う
場面もあったが、台詞は保育者を頼らずに子どもだけで
言えるようになり、無事に人形劇を演じた（中略））

0:25 女児 F が「あなたにあげるものは何もありません」と言
うと、女児 G は「せーの」と言い、３人で「おーしーま
い」と言った。

0:26 拍手をもらい、未就園児クラスの先生が子どもに「どう
だった？」とインタビューをしている。「楽しかった」と
女児が答えている様子。

0:27 男児２名が舞台の側に来て人形を触る。

0:28 観客から「ありがとうございました」と言われ、「どう
いたしまして」と答える。

0:35 部屋に戻るとかぐや姫の小道具作りをしていた。女児A
は山を青いペンで塗っており、女児 H 竹を緑のペンで
塗っている。女児 N と H が竹の工夫をしていたが、途
中で別の用事を思いだす。女児Aが山を立てられるよう
にしたものを見せにくる。（中略）

1:05 男児 D が「キーン、はい、もう熱は下がりました」と
言ってくま人形の額から積み木を外す。ロッカー付近へ
移動し、一人でくま人形と少し遊んで片付けた。女児J、
くま人形を手にはめてカメラに近づけ、「くーままんまー
くままんま」と言っている。

翌日、女児３人が未就園児クラスにて人形劇を披露し
た。練習後に３人を呼び、感想を聞くと「台詞が難しかっ
た」「黄色（泉の精）なら言えるかも」「次は赤がいい」
と役の交代交渉が始まっていた。その後の本番では、時
折茶化したりおどけて見せる場面はあったものの、子ど
もだけで台詞を言って演技をしており、３人とも流れを
把握し小道具の出し入れも子どもだけで行なうことがで
きた。もう少し演じたそうにしていたが、未就園児クラ
スが片付けの時間となったため、撤収となる。保育室に
戻ると、女児２人が自由画帳を竹や山の形に切り、色を
塗る作業をしていた。男児にも人形を２体を持って遊ぶ
姿が見られ、「おはなしいつするの？」と声をかけてき
た。女児の中にはくまの人形に頬ずりをしている姿も見
られた。

３日目
（表10）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:06 女児 C、I、絵本コーナーへかぐや姫の人形を探しに行
く。保育者が「今ね、かぐや姫の絵本を探しに行っても
らってるんだ」と言うと、男児 E、女児 H が口々に「あ
るよ」と言う。女児Hは「取りに行ってやろうか？」と
言う。保育者が「いや、取りに行ってもらってるの」「か
ぐや姫に出てくるお人形何人いる？」と言うと、しばら
くして女児 H が「８人」と言う。

0:12 男児 D がくまの指人形を見ている。女児 B が人形の数
を数えている。女児 C、I が絵本を借りて帰って来る。

「やったー！おかえりー！」と保育者が言う。二人はにっ
こりしている。男児 Eが「かぐや姫２種類もある」と保
育者に言う。女児Cは男児 Eに「３種類だよ」と教えて
いる。

0:15 絵本を見ながら女児C・I・B・Hが参加して「かぐや姫」
関連の小道具作りに取り組んでいる。（詳細点省略）

0:23 保育者が「何か作ろうか？何を手伝ったらいい？」と聞
くと、女児 I が「これ作って」と絵本の月へ帰る雲を指
す。保育者が「えー、大きい紙がいるね」と言うと、女
児 C が紙を探しに行く。
男児Dがくまの指人形を手にはめ、こっそり机の下に隠
れ、「でーでーでーでーでーでー」と言いながら机の下
からくまの指人形を登場させてみた後、保育者のところ
へやってくる。

0:24 保育者が男児 D に「５人の若者の役する？」「結婚して
下さいって言う役する？」と言うと、男児 D 首を振る。
女児 H が「恥ずかしそうだよ」「相手 N ちゃんだよ」と
言う。保育者が「でも５人いるんだよ」と言うと、「M
くんとか F くんとか入れたらいい」と言う。「あ！今 F
が来た！」と男児 D が男児 F のところへ行く。
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られるようになる。女児ばかり６人くらいで話し合いな
がら人形劇遊びを楽しんでいる様子だが、観客が増える
と表情が硬くなり、それまでのように自由に表現できな
くなる場面も見られた。以前から興味はあるものの女児
の中に入れず参加できなかった男児へ声を掛けてみると、
次の回から仲間に入ることができていた。「違う劇もした
い」と言い、オリジナルを作ってみるように話すと話し
合いはするものの形にはならない。しばらくすると女児
２人が画用紙を緑に塗って竹を作り始める。かぐや姫を
演じようと準備をしている様子であったが、自由遊びの
時間が終了となり、続きは翌日となった。

２日目
（表９）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 保育室が卒園写真撮影で9:30まで使用不可能となったた
め、保育者が未就園児クラスへ出張公演することを提案
してみると、女児 B、F、G が名乗り出た。

0:15 未就園児クラス移動して舞台を設置し、人形劇練習ス
タート。女児 F は良い木こり、女児 B は悪い木こり、
女児 G は泉の精を担当。カウントダウンをするように
促し、「むかしむかし、あるところに二人の木こりが住
んでいました」と保育者が言うと、女児 F が「木を伐
りに行こう」、女児 B が「そうしよう」と自発的に台詞
を言う。
場面転換は女児Gが積極的にするが、その後の台詞が続
かず、ナレーションと台詞を保育者が援助する。女児G
が泉の精が出すと保育者を見ながらも「あなたはこの泉
にいたずらをしましたね」と台詞を言う。女児Fは台詞
を言えずにいるので、保育者や女児Gが援助する。女児
G が「あなたが落としたのは、この金の斧ですか？」と
言うと、女児Fは「いいえ、違います」と台詞が言えた。
斧を全部渡す場面が難しく、女児Gが「ちょっとお待ち
下さい」と観客に言う。
保育者が「悪いきこりは嘘をついたので自分の斧も返し
てもらえませんでした」と言うと、女児 G が「せーの」
と声を掛けると、３人で人形を前に出し、声を合わせて

「おーしーまい！」と言った。

0:19 未就園児クラスの先生と子ども２人が拍手をしているが、
多くの子どもはぽかーんとしている。ほっとした様子の
３人。女児 F は「手が暑い～」と言っている。

0:20 未就園児クラスの先生が「お姉さん達上手でしたね～」
と言うと女児Gが「今度は本番です！」と言って手を腰
に当てる。未就園児クラスの先生が「練習だけでも面白
かった」と言うと満足気な表情をする。

（その後本番となり、途中小道具の出し入れ等で戸惑う
場面もあったが、台詞は保育者を頼らずに子どもだけで
言えるようになり、無事に人形劇を演じた（中略））

0:25 女児 F が「あなたにあげるものは何もありません」と言
うと、女児 G は「せーの」と言い、３人で「おーしーま
い」と言った。

0:26 拍手をもらい、未就園児クラスの先生が子どもに「どう
だった？」とインタビューをしている。「楽しかった」と
女児が答えている様子。

0:27 男児２名が舞台の側に来て人形を触る。

0:28 観客から「ありがとうございました」と言われ、「どう
いたしまして」と答える。

0:35 部屋に戻るとかぐや姫の小道具作りをしていた。女児A
は山を青いペンで塗っており、女児 H 竹を緑のペンで
塗っている。女児 N と H が竹の工夫をしていたが、途
中で別の用事を思いだす。女児Aが山を立てられるよう
にしたものを見せにくる。（中略）

1:05 男児 D が「キーン、はい、もう熱は下がりました」と
言ってくま人形の額から積み木を外す。ロッカー付近へ
移動し、一人でくま人形と少し遊んで片付けた。女児J、
くま人形を手にはめてカメラに近づけ、「くーままんまー
くままんま」と言っている。

翌日、女児３人が未就園児クラスにて人形劇を披露し
た。練習後に３人を呼び、感想を聞くと「台詞が難しかっ
た」「黄色（泉の精）なら言えるかも」「次は赤がいい」
と役の交代交渉が始まっていた。その後の本番では、時
折茶化したりおどけて見せる場面はあったものの、子ど
もだけで台詞を言って演技をしており、３人とも流れを
把握し小道具の出し入れも子どもだけで行なうことがで
きた。もう少し演じたそうにしていたが、未就園児クラ
スが片付けの時間となったため、撤収となる。保育室に
戻ると、女児２人が自由画帳を竹や山の形に切り、色を
塗る作業をしていた。男児にも人形を２体を持って遊ぶ
姿が見られ、「おはなしいつするの？」と声をかけてき
た。女児の中にはくまの人形に頬ずりをしている姿も見
られた。

３日目
（表10）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:06 女児 C、I、絵本コーナーへかぐや姫の人形を探しに行
く。保育者が「今ね、かぐや姫の絵本を探しに行っても
らってるんだ」と言うと、男児 E、女児 H が口々に「あ
るよ」と言う。女児Hは「取りに行ってやろうか？」と
言う。保育者が「いや、取りに行ってもらってるの」「か
ぐや姫に出てくるお人形何人いる？」と言うと、しばら
くして女児 H が「８人」と言う。

0:12 男児 D がくまの指人形を見ている。女児 B が人形の数
を数えている。女児 C、I が絵本を借りて帰って来る。

「やったー！おかえりー！」と保育者が言う。二人はにっ
こりしている。男児 Eが「かぐや姫２種類もある」と保
育者に言う。女児Cは男児 Eに「３種類だよ」と教えて
いる。

0:15 絵本を見ながら女児C・I・B・Hが参加して「かぐや姫」
関連の小道具作りに取り組んでいる。（詳細点省略）

0:23 保育者が「何か作ろうか？何を手伝ったらいい？」と聞
くと、女児 I が「これ作って」と絵本の月へ帰る雲を指
す。保育者が「えー、大きい紙がいるね」と言うと、女
児 C が紙を探しに行く。
男児Dがくまの指人形を手にはめ、こっそり机の下に隠
れ、「でーでーでーでーでーでー」と言いながら机の下
からくまの指人形を登場させてみた後、保育者のところ
へやってくる。

0:24 保育者が男児 D に「５人の若者の役する？」「結婚して
下さいって言う役する？」と言うと、男児 D 首を振る。
女児 H が「恥ずかしそうだよ」「相手 N ちゃんだよ」と
言う。保育者が「でも５人いるんだよ」と言うと、「M
くんとか F くんとか入れたらいい」と言う。「あ！今 F
が来た！」と男児 D が男児 F のところへ行く。
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0:25 女児Cが保育者に画用紙を渡す。男児Dが男児Fを誘っ
ている。男児 F が「いいよ」と言い、男児 D は「F い
いって。あとMちゃん」と言って男児Mを探しに行く。

0:32 男児Nがくまの指人形を手にはめて男児Fに見せる。男
児Fもくまの指人形を手にはめ、二人で触れ合っている。
男児 F が「おすもうをとろう」と言って演じ始める。男
児 D もくまの指人形を持って見ている。男児 F が「の
こったのこった」と言っている。女児に「ちょっとー、
くま持っていかないでー」と言われる。保育者達に注目
され、二人の相撲は中断したが、男児Dが「はっけよー
い、のこった！」と言って自分が持っている２体で相撲
遊びを始めた。その人形の帽子が脱げると男児Fが「あ、
木こりの帽子がはげてます」と言う。
２体の帽子が脱げたので、男児FとNは自分のくまの指
人形に帽子を被せた。その様子を女児Aが見ている。保
育者が「そうか！そうしたらいいね」と言うと、女児 A
が「おじいさんとおばあさん」と言う。

0:33 女児 Jがくまの指人形を両手にはめ、保育者の前にやっ
てくる。

0:38 「あ！くまちゃんが１体しかいない」と言うと男児 F が
人形を１体持ってくる。男児Nからも１体もらい、女児
Bが３体抱えて他のくまの指人形を探しに行く。女児K、
赤い帽子を深く人形に被せて「目が見えなーい」と言っ
ている。
男児 D 青衣装のくまの指人形を持ってうろうろしてい
る。

0:44 女児 B「あと５分しかないよー！」と言う。「どうしよ
うか？」「次はいつにしようか？」等と保育者が言って
いると女児 C が「11月はいつ来るの？」と聞いてくる。

0:48 女児 B「できたよ！帽子もう一個！」と言って保育者に
見せる。女児 B「あーもう10時になってしまったー！お
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0:56 おばあさんの出番になり「おばあさん役ー！」と女児 H
が言う。女児Cが赤衣装のくまの指人形を女児Aの前に
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保育者に人形に帽子を被せるように頼みにくる。「５人
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は天女を持って座っている。役者が観客をもつとめたり
している。（詳細省略。）

1:02 男児 E が「片付けだよー」と保育者に言う。女児 G が
「えーこれやりたいー」と言う。保育者が「じゃあ急い
で最後までしよう」と言う。（詳細省略）

1:07 保育者が援助し、女児Aと最後の台詞を読む。みんなで
「おしまい」と言って拍手をする。女児Fが「みんな、終
わったらみんな出てきておしまいって言うんだよ」と言
う。保育者も賛同する。

1:08 仕切り直して全員で「おーしーまい」と言う。女児 F が
「っていうか、なんで私がするの？」と言ってくまの指
人形を女児 H に渡す。

４日目は観客がいることを想定し、チケットを作成す
ることを思いついたり、舞台をどちらに向けたらよいか
など、演じるためにはどうすればよいのかを考える姿が
見られた。途中、女児２名が遊びの中で、かぐや姫がお
ばあさんを川に落とすという寸劇を楽しむ姿が記録され
た。また、人形劇遊びの他にしたい遊びがあり、遊びを
掛け持ち自由に出入りする姿も見られた。演じる場面で
は、保育者が助言をしながら進めていったが、求婚する
シーンは５体の人形がペコペコと頭を下げる様子が面白
く、観ている女児が大笑いしており、かぐや姫が月へ帰
る前のシーンはかぐや姫役の女児が号泣を演じ、おじい
さん役の男児も一緒に号泣を演じて観客を笑わせていた。
この男児は小道具を立たせる工夫をしたり、女児に演技
指導や、小道具作りへのアドバイスをする姿も見られた。

（考察）
テーブル人形劇を観劇する子ども達は人形劇に見入っ

ており、登園準備途中の子どもも立ち止まって見ていた
ことから、やはり人形や人形劇は子どもの興味を惹くも
のであり、子どもが人形劇を見ている表情は明るく、笑
顔も見られたことからも親しみやすいものであると言え
る。また、すぐに模倣活動が行われ、回数を重ねると台
詞も自分で言えるようになったことから、言葉でイメー
ジを表現しようとする力を発達させることができたと言
える。人形劇遊びをする際に、観客を想定したり、演じ
て見せる時に観客を意識したりする様子から、子どもは
人形劇は観客の前で演じるというものだと認識している
ことがわかった。そのため、演者となって演じることを
楽しんだり、舞台裏で小道具の出し入れをして演者以外
の役割を見つけたりといった人形劇遊びを楽しむだけで
なく、その人形劇遊びを観客になって楽しんでいる子ど
もの姿が見られた。この観客になって友達が演じている
姿を観ることは、主観的だけではなく客観的思考をも発
達させることへ繋がると言える。更に新しい話を演じて
みたいという意欲が湧き、準備をする様子からは、物語
への興味や関心をより一層深めることができたと言える。
実際に、かぐや姫の物語を演じたい気持ちから、絵本を

何度も見たり読んだりして、登場人物や小道具を絵本の
世界に近づけるために工夫をする姿が見られ、演じる際
には、物語の世界を楽しみながら、遊びを発展させていっ
た。

また、人形劇を演じようとする中で、友達と協力した
り、工夫して小道具を作ったことは、相手の気持ちや演
じるために何をすべきかを主体的に考えて行動する力を
養うことができたと言える。

人形劇遊びは、このように物語を演じながら友達と関
わり、物語の内容を人形を遣って自由に表現することに
よって、言葉や人間関係、表現の領域において発達を促
す効果があると言えるのではないだろうか。

④	 2015年11月	９日（月）、10日（火）、12日（木）
� 調査時間� �９日９:00～10:10　10日９:00～10:00　

12日９:00～10:10
� 調査場所� 年長Ａ組
� 準備物� �人形劇セット（くまの指人形８体　作り

かけの小道具　絵本）小道具作りの材料
（プラスチックカップ　フェイクファー　
和紙　ビジュー　紐　リボン　セロハン
テープ等）　ビデオカメラ　　

（目的）
友達と人形劇の小道具作りや人形劇遊びを楽しむこと

により、どのような発想が生まれるのか、また長期的に
保育者が人形劇遊びを通して子どもと関わったことで、
子どもの保育者との関わりに変化が見られたかについて
調査する。

（方法）
保育室の前方に園児机を設置し、人形劇セット、小道

具作りの材料を並べて、子ども達が小道具を作る様子や、
人形劇遊びへの関わりについて、どのように発展してい
くのかを記録した。その際、保育者が子どもと関わりな
がら、必要に応じて遊びの援助を行った。

（結果）
初日

（表12）
時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 男児 B、保育者の様子を見ている。

0:01 「J ちゃんがつくったチケットがここにいっぱいあるよ」
と保育者が言うと女児 J は「何枚だったっけ？」と言っ
て見に来る。男児 A、B が様子を見ている。

0:07 男児 B、着替えて保育者に声を掛け、人形劇の小道具作
りに参加する。「どうやってすればいい？」と保育者に
聞いている。
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0:00 男児 B、保育者の様子を見ている。

0:01 「J ちゃんがつくったチケットがここにいっぱいあるよ」
と保育者が言うと女児 J は「何枚だったっけ？」と言っ
て見に来る。男児 A、B が様子を見ている。
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0:09 男児B、女児J、材料を触る。男児A、材料を触りにやっ
てくる。

0:11 女児 J が保育者にフェイクファーを手にとり「これさ、
つばめの巣にしてみたら？」と言う。女児 Jは紐、男児
B はリボンを触っており、男児 B が「これ、優勝した人
のメダルみたいだな」と言う。

0:25 男児 Cが「これなに？」と言って竹や月へ帰る乗り物を
一つずつ手に持ち保育者に尋ねている。保育者も一つず
つ答えている。天女を手にすると「知ってるよ、あれで
しょ？」と言う。

0:27 女児 O が寄って来る。男児 C が山のことを「何で青な
の？」と聞く。保育者が「富士山だかららしい」と答え
ると「富士山？」と聞き、保育者が「富士山は青いらし
い」と答えている。男児 B が「なんで富士山って青な
の？白いのもあるよ？」と言う。男児Cが「やし、こん
なに三角になってないよ」と言っている。女児Oが「あ、
これ光る竹でしょ？」と言っている。

0:28 保育者が「なんだ？この光る竹は？」と台詞を言ってい
ると、男児Aがやってくる。保育者が竹を伐る演技をし
ていると、男児Bは金の斧を取り出して自分が持ってい
るくまの指人形に持たせて、斧で木を伐る真似をしてい
る。男児Cも真似ようと赤衣装のくまの指人形と銀の斧
を持ってくるが、おばあさんの出番になり保育者に渡し、
若者役のくまの指人形を持ってくる。

0:29 男児 Bが「はなできってやるぞい」と言いながら戻って
来る。男児Cが男児Bの人形を斧で斬る振りをする。女
児Aが様子を見ている。男児E、Hが寄って来ると女児
Aはその場を離れる。男児Eが赤衣装のくまの指人形を
持ち「パッカーン、おぎゃあおぎゃあ」と言ったり、斧
で竹を振り落としたりしている。

0:30 男児Eが赤衣装のくまの指人形を銀の斧で何度も斬って
いるので、保育者が「くまちゃん、お人形村に帰って泣
いちゃうよ」と言う。男児Eは斬るのをやめて山を「海」
と言って銀の斧で切り、「パッカーン、ビシャッ」と言
いながら青衣装のくまの指人形を出す。男児Hはそれを
見ながら笑っている。

0:36 男児Aはくまの指人形を手にはめる。保育者が絵本を見
ながら作るものを言うと、男児 C が「はい、石の鉢作
るー」と言って道具を取りに行く。男児Aがくまの指人
形を手にはめ、斧を持たせて男児 M に振って見せる。

0:39 男児 Bがクレヨンを持ってきて「ねぇ、これじゃつかな
いかなぁ」と言う。山の上部を塗る様子。（以下省略）

初日は雨のため、普段外遊びをしている男児が小道具
作りに参加した。保育者へ家庭で起きた出来事などを話
す様子も見られ、自由遊びの時間を共有する中で保育者
に心を開いていく様子が見られる。これまで積極的に人
形劇遊びに参加していた子ども達は主に参加することは
なかったが、一度は様子を見に来たり、声を掛けてくる
様子が見られた。この日は小道具作りのみで終了となる。

２日目
（表13）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:00 男児 B「今日も来たな」「あと何回来るの？」と保育者
に話し掛ける。保育者が答える前に「２回？」と言って
いる。

0:03 女児 G、保育者のところへやってきて、昨日欠席した理
由を伝えている。

0:10 女児 F が保育者のところへやって来て座る。女児 G は、
朝の準備が終わらないまま寄ってくる。

0:15 女児 O が机の上をチェックする。「（音声のみ）あとは何
の道具が必要なの？」と言うので、保育者が沢山あった
はずの小判がなくなった話をしていると、おたより帳に
シールを貼っていた女児Hが振り返り「Aちゃんのロッ
カーにある、一個！」と言って取りに行く。保育者が小
判を持ち「こんなのがいっぱいなかった？」と言ってい
ると、女児 O が「じゃあ作ろっか？」と言う。（音声の
み）女児 H が小判を一つ持ってくる。男児 F が「ねぇ、
できそう？」と言っている様子。女児 O が「ねぇやま
ちゃん、ジオマグのビー玉を小判にすればいいっちゃな
いと？」と言っている。

0:19 女児O、磁石遊具（ジオマグ）の玉を持ってきて、「ねぇ、
これ小判にしていい？」と言う。女児 F は「え、それ金
じゃないよ」と言い、「これじゃだめだ、これじゃばれ
る」と言って戻しに行く。女児Hも「バレバレ」と言っ
ている。女児 O は何も言わない。

0:21 男児Fが竹を設置して「ねぇ、土はどうする？」と言う。
女児Lが着替え終わり参加。青衣装のくまを持つ。男児
F が女児 L に動かし方を教えている。斧を持つのに「小
指で挟んで挟んで」と言っている。

0:22 男児Fは何の役をするのか保育者が尋ねると「これ二つ」
と言って若者役の人形を両手にはめる。が、保育者が

「おじいさん役は誰がやる？」と言うと「知らん」と言
いながら女児Gのところへ行き、おじいさん役の人形の
使い方を女児 G へ教える。女児 G はエバンゲリオンの
イラストが載っている紙をポケットへしまう。女児Lは
保育者に「ねぇ、かぐや姫がこれ（扇）持っとう」と声
を掛けている。

0:23 女児Oが保育者に「映画とか劇とかの時ってさぁ、初め
に写真は撮らないで下さいとか・・・」と言い、保育者
が「あー！触らないで下さいとか！」と言う。女児Oが
説明しているのを聞いて保育者が舞台の前で言ってみる
ように促し、女児 O が舞台の前に立つ。

0:24 女児Oが「今から劇を始めます。劇を始める前に４つの
お約束があります。１つ目、劇には触らないで下さい。
２つ目、カメラで写真を撮ったりしないで下さい。３番、
ご飯を食べないで下さい。４番・・・」と思い出せずに
いると、女児 Lが机の下から出てきて「喋らないで下さ
い」と教える。女児Oが前説をしている間、男児Fは竹
を出して動かし「竹が動いてなかなか伐れません」と
言ったり、竹を伐る動きをしている。女児Hは笑ったり

「伐る木ないやん」と言ったりしている。
女児Oの前説が終わり礼をすると、女児Lが「ほら、始
まるよ」と言い、男児 F、女児 H は準備をする。女児 F
はまだ絵本を読んでいたが、絵本を持って移動する。

0:25 人形劇練習１回目スタート。
保育者がナレーションをしていると、女児 F が絵本を
持って保育者のところへ来る。続きを女児 F が「ある日
おじいさんが竹を伐ろうとしたら……」と読み始める。
男児 F は伐る演技をしている。女児 L は竹を持ってい
る。

0:26 女児 Fが保育者に次を読むように声を掛け、ナレーショ
ンを交代する。女児Hは「パッカーン」と言いながらか
ぐや姫を出している。

0:27 女児 L は出番ではない若者役の人形を出し、保育者が
「まだだよ」と言って下げても投げて出す。寝転んで笑っ
ている。
男児 Fはおじいさん役の人形に斧を持たせて「大判小判
がざっくざくー」と言っている。
保育者が絵本を見ながら「今度は５人の若者のところだ
よ」と言うと、男児 F、女児 F、L が若者役の人形を持
ち、女児Oがおじいさん役とおばあさん役の人形を持っ
た。女児Gは若者役が出るところにエバンゲリオンのイ
ラストが載っている紙を立て、「ねぇ、エバンゲリオン
が出とうよ、おかしくない？」とアピールしている。
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12 山　田　裕美子・古　相　正　美

0:28 保育者が「かぐや姫に結婚してくださいと言いました」
と言うと、若者役の子ども達が一斉に「結婚してくだ
さーい」「お願いします」等と言ってお辞儀をしながら
かぐや姫に人形を近づけ、もみくちゃになるのを楽しん
でいる。

0:30 女児 C、準備を済ませて様子を見ている。
場面転換をし、一人ずつ品物を持ってくる。かぐや姫の
女児 H が男児 F の若者の品（石の鉢）に「これは違い
まーす」と言う。次の若者の品（真珠の実のなる木）も

「これは違いまーす」と言われ、男児 F は「ががががー
ん」と言って人形を下げる。次の女児 F の若者の品（火
鼠の皮衣）は「燃やしてしまいました」と保育者が言う
と男児 Fがまた「ががががーん」と言う。次の女児 Lの
若者は海に流され、最後の女児 Lの若者の品（燕の子安
貝）は保育者が「なんと燕の糞でした」と言うと場面転
換をする。

0:33 男児 D が様子を見る。保育者が女児 G を援助しながら
絵本を読み進める。かぐや姫が泣いている訳を話してい
るシーンとなり、女児 O も男児 F と一緒に「かぐや姫」
と言って泣き真似を演じる。男児 F は満月を取り出す。

0:34 女児 O が片手に月を持っている。女児 L が真似て小判
を持っている。

0:35 かぐや姫と別れるシーンになり、また泣き真似をする。
女児Fが月へ帰る乗り物にかぐや姫を乗せて持ち上げる。
飛んで行った後のかぐや姫を男児 Jが取り、乗り物を女
児 L が手に取って、「そして、また戻って来ました」と
言って舞台の上に置く。男児 J、女児 L が小道具を投げ
るなどしてはちゃめちゃになり、男児Fが舞台の前へ出
て「おーしーまーい」と言う。女児 F も「はい、もう一
回練習！」と仕切り直している。

0:38 男児 F が保育者に「やまちゃん、あと３分しかないよ」
と時計を指差して言う。「３分じゃ終わらないよ」と保
育者が言うと「じゃあ、ぱぱっと終わらせよう」と言う。
女児 L は山にかぐや姫を乗せるなどして周囲を笑わせ
る。

0:39 女児Oが「早く劇やろう」と言いながら保育者のところ
へ来る。

0:40 男児 Fは時間を見ながら焦っている。保育者の肩に両手
を乗せて保育者を揺らしながら「あと１分しかないー」
と言う。

0:42 男児 F が「はじまりはじまりー」と言い、すぐに「おー
しーまい、じゃじゃじゃじゃじゃーん」と言って茶色の
布をめくる。女児Lも手伝って茶色の布で小道具などを
くるみ、男児 F と一緒に「おーしーまい！」と言う。男
児 F は拍手をしている。

２日目になり、これまでは保育者から声を掛けていた
が、男児数名が保育者へ主体的に声を掛けるようになっ
ている様子が記録されている。初日欠席していた女児Ｇ
も自発的に保育者へ声をかけてくる様子を記録した。ま
た、積極的に人形劇遊びに参加し、主体的に人形劇を披
露するための準備をする姿や、人形劇が始まる前のお約
束を言う姿なども見られ、人形劇遊びを楽しむ様子が記
録できた。話の流れを把握している子ども達は、場面に
合わせてアドリブを入れており、女児Gが好きなアニメ
の切り抜きを舞台上に置き、登場人物に見立てて友達を
笑わせようとしている姿も見られた。この日は最後まで
演じ、午後もやりたいと言う子もいたため、人形を保育
室に置いて帰った。

３日目
（表14）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:11 女児 C、保育者と話をしている。チケットはどこにある
のか聞いている様子。保育者が「でも本番もうできる
の？」と言うと、女児H、Lが集まって来る。男児 Fは

「え、何が？かぐやひめ？」と言っている。女児Hは「ど
うかなぁ」と言っている。男児 F が「どっちで遊ぶか
迷っちゃう」と言い、保育者に「やまちゃん今日が最
後？もう来ないの？」と言っている。女児 L が「12月
来て！」と言い、男児 F が「サンタクロースの時に来た
らいい」と言って、サンタクロースの劇の話をしている。

0:22 男児Fがおじいさん役とおばあさん役を持ってしゃがみ、
1人で人形劇を始める。男児 A、女児 A が様子を見てい
る。

0:24 男児 F は「じゃあね、また今度やるから」と言って部屋
を出た。

0:25 女児 C、H、部屋に戻って来て女児 C がチケットを机の
上で分けている。女児Cがチケットを交互に渡す話をし
て、二人でチケットを持ち部屋を出る。

0:33 女児 C、保育者に「かぐや姫しよう」と言う。「一人で
やってみたら？やってたらお友達が集まるかもよ？」と
声を掛けると、「最初山やろ？」と言って竹を降ろして
山を出し、最初の場面にする。小道具をみて「ペラペラ
の紙（おそらく火鼠の皮衣）がない」と言う。

0:34 女児 C が「じゃあさ、始めようよ」と言う。保育者が
「F 君は一人でやってみてたよ、好きなようにしてみて
いいよ？」と声を掛けるが１人では始められない。

0:35 女児 P が様子を見に来る。

0:36 女児 Cが「全然できんやんか、かぐや姫」と言って机に
うつ伏せる。女児Pも「なかなか来ないねぇ」と言いに
来る。（その後ポスターを作ることになり、やがて片付
けの時間になる）

0:47 女児 H がいつやるのか女児 C に聞いている様子。女児
C は「もう無理よ、片付けやけん」と言う。女児 P が

「じゃあ、明日」と言うと女児 C が「無理、やまちゃん
来られんけん」と言う。女児Hが「ねエやまちゃん今日
できる？」と保育者に声を掛ける。保育者は「今日はも
うできないんじゃない？」と答える。女児 H は「でも、
やるだけやってみよう」と言う。

最終日は２日目ほど人形劇遊びに意欲的に参加する子
がおらず、意欲が持続している女児 C、H がチケットを
作成したり、チケットを配るなどしているが、メンバー
が揃わないので演じて遊ぶことができなかった。これま
で人形劇遊びに積極的に参加していた男児 F は、一人で
かぐや姫が生まれるところを演じで去って行った。最終
的には観客の前で演じることはできず、チケットを貰い
やってきた子どもが残念そうにしている姿も見られた。
最後はポスター作りをすることになるが、片付けの時間
となり、達成感を得られる活動にはならなかった。人形
劇をやりたい気持ちを保育者へ伝えてくる女児Cの様子
も見られた。

また、先月の活動で人形劇遊びに満足したのか、今月
の人形劇遊びには参加しない子が見られた。

（考察）
長期的に筆者が子どもと関わり、人形遊びや人形劇遊
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0:28 保育者が「かぐや姫に結婚してくださいと言いました」
と言うと、若者役の子ども達が一斉に「結婚してくだ
さーい」「お願いします」等と言ってお辞儀をしながら
かぐや姫に人形を近づけ、もみくちゃになるのを楽しん
でいる。

0:30 女児 C、準備を済ませて様子を見ている。
場面転換をし、一人ずつ品物を持ってくる。かぐや姫の
女児 H が男児 F の若者の品（石の鉢）に「これは違い
まーす」と言う。次の若者の品（真珠の実のなる木）も

「これは違いまーす」と言われ、男児 F は「ががががー
ん」と言って人形を下げる。次の女児 F の若者の品（火
鼠の皮衣）は「燃やしてしまいました」と保育者が言う
と男児 Fがまた「ががががーん」と言う。次の女児 Lの
若者は海に流され、最後の女児 Lの若者の品（燕の子安
貝）は保育者が「なんと燕の糞でした」と言うと場面転
換をする。

0:33 男児 D が様子を見る。保育者が女児 G を援助しながら
絵本を読み進める。かぐや姫が泣いている訳を話してい
るシーンとなり、女児 O も男児 F と一緒に「かぐや姫」
と言って泣き真似を演じる。男児 F は満月を取り出す。

0:34 女児 O が片手に月を持っている。女児 L が真似て小判
を持っている。

0:35 かぐや姫と別れるシーンになり、また泣き真似をする。
女児Fが月へ帰る乗り物にかぐや姫を乗せて持ち上げる。
飛んで行った後のかぐや姫を男児 Jが取り、乗り物を女
児 L が手に取って、「そして、また戻って来ました」と
言って舞台の上に置く。男児 J、女児 L が小道具を投げ
るなどしてはちゃめちゃになり、男児Fが舞台の前へ出
て「おーしーまーい」と言う。女児 F も「はい、もう一
回練習！」と仕切り直している。

0:38 男児 F が保育者に「やまちゃん、あと３分しかないよ」
と時計を指差して言う。「３分じゃ終わらないよ」と保
育者が言うと「じゃあ、ぱぱっと終わらせよう」と言う。
女児 L は山にかぐや姫を乗せるなどして周囲を笑わせ
る。

0:39 女児Oが「早く劇やろう」と言いながら保育者のところ
へ来る。

0:40 男児 Fは時間を見ながら焦っている。保育者の肩に両手
を乗せて保育者を揺らしながら「あと１分しかないー」
と言う。

0:42 男児 F が「はじまりはじまりー」と言い、すぐに「おー
しーまい、じゃじゃじゃじゃじゃーん」と言って茶色の
布をめくる。女児Lも手伝って茶色の布で小道具などを
くるみ、男児 F と一緒に「おーしーまい！」と言う。男
児 F は拍手をしている。

２日目になり、これまでは保育者から声を掛けていた
が、男児数名が保育者へ主体的に声を掛けるようになっ
ている様子が記録されている。初日欠席していた女児Ｇ
も自発的に保育者へ声をかけてくる様子を記録した。ま
た、積極的に人形劇遊びに参加し、主体的に人形劇を披
露するための準備をする姿や、人形劇が始まる前のお約
束を言う姿なども見られ、人形劇遊びを楽しむ様子が記
録できた。話の流れを把握している子ども達は、場面に
合わせてアドリブを入れており、女児Gが好きなアニメ
の切り抜きを舞台上に置き、登場人物に見立てて友達を
笑わせようとしている姿も見られた。この日は最後まで
演じ、午後もやりたいと言う子もいたため、人形を保育
室に置いて帰った。

３日目
（表14）

時間 人形に関わる子どもの様子

0:11 女児 C、保育者と話をしている。チケットはどこにある
のか聞いている様子。保育者が「でも本番もうできる
の？」と言うと、女児H、Lが集まって来る。男児 Fは

「え、何が？かぐやひめ？」と言っている。女児Hは「ど
うかなぁ」と言っている。男児 F が「どっちで遊ぶか
迷っちゃう」と言い、保育者に「やまちゃん今日が最
後？もう来ないの？」と言っている。女児 L が「12月
来て！」と言い、男児 F が「サンタクロースの時に来た
らいい」と言って、サンタクロースの劇の話をしている。

0:22 男児Fがおじいさん役とおばあさん役を持ってしゃがみ、
1人で人形劇を始める。男児 A、女児 A が様子を見てい
る。

0:24 男児 F は「じゃあね、また今度やるから」と言って部屋
を出た。

0:25 女児 C、H、部屋に戻って来て女児 C がチケットを机の
上で分けている。女児Cがチケットを交互に渡す話をし
て、二人でチケットを持ち部屋を出る。

0:33 女児 C、保育者に「かぐや姫しよう」と言う。「一人で
やってみたら？やってたらお友達が集まるかもよ？」と
声を掛けると、「最初山やろ？」と言って竹を降ろして
山を出し、最初の場面にする。小道具をみて「ペラペラ
の紙（おそらく火鼠の皮衣）がない」と言う。

0:34 女児 C が「じゃあさ、始めようよ」と言う。保育者が
「F 君は一人でやってみてたよ、好きなようにしてみて
いいよ？」と声を掛けるが１人では始められない。

0:35 女児 P が様子を見に来る。

0:36 女児 Cが「全然できんやんか、かぐや姫」と言って机に
うつ伏せる。女児Pも「なかなか来ないねぇ」と言いに
来る。（その後ポスターを作ることになり、やがて片付
けの時間になる）

0:47 女児 H がいつやるのか女児 C に聞いている様子。女児
C は「もう無理よ、片付けやけん」と言う。女児 P が

「じゃあ、明日」と言うと女児 C が「無理、やまちゃん
来られんけん」と言う。女児Hが「ねエやまちゃん今日
できる？」と保育者に声を掛ける。保育者は「今日はも
うできないんじゃない？」と答える。女児 H は「でも、
やるだけやってみよう」と言う。

最終日は２日目ほど人形劇遊びに意欲的に参加する子
がおらず、意欲が持続している女児 C、H がチケットを
作成したり、チケットを配るなどしているが、メンバー
が揃わないので演じて遊ぶことができなかった。これま
で人形劇遊びに積極的に参加していた男児 F は、一人で
かぐや姫が生まれるところを演じで去って行った。最終
的には観客の前で演じることはできず、チケットを貰い
やってきた子どもが残念そうにしている姿も見られた。
最後はポスター作りをすることになるが、片付けの時間
となり、達成感を得られる活動にはならなかった。人形
劇をやりたい気持ちを保育者へ伝えてくる女児Cの様子
も見られた。

また、先月の活動で人形劇遊びに満足したのか、今月
の人形劇遊びには参加しない子が見られた。

（考察）
長期的に筆者が子どもと関わり、人形遊びや人形劇遊
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びを持ち込んで一緒に活動したことにより、子どもは保
育者へ親しみを持ち、調査当初は保育者の名前を呼ぶこ
とはなかったが、11月には「やまちゃん」と呼んで話し
かけたりスキンシップをとる行動が見られるようになっ
た。人形劇遊びは筆者が園へやってきて人形を持ち込ん
だ時のみ開催される遊びであり、普段から環境として存
在する遊びではないため、人形劇遊びが自由遊びの時間
に定着することはなかったが、逆に、筆者が来たら人形
劇遊びをすることができるということは定着した。実際
に調査が終わる最終日に女児 C が「無理、やまちゃん来
られんけん」と言ったのは、人形劇を演じるためには保
育者が必要であると認識しているからであろう。また、
女児Cは人形劇遊びに年中時より参加しており、年長時
では、強い自己主張はしないものの、自分で役を見つけ
たり、小道具作りにも積極的に参加していた。保育者に
対して意思を言葉で表現することはなかったが、最終日
には人形劇遊びをしたいことを保育者へ伝えることがで
きた。これは、人形劇遊びを保育者や友達と一緒に楽し
みたいという意志が言葉で表現しようとする力に繋がっ
たと言える。

また、物語に親しみを持って関わり、アドリブを入れ
て友達を笑わせたりしながら、話を発展させようとする
姿が見られたことは、幼稚園教育要領第２章「ねらい及
び内容」に記されている領域「言葉」のねらい（３）『日
常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本
や物語などに親しみ、先生や友達と心を通わせる』［４］こ
とへ、物語を演じるだけでなく、観客を想定して劇場へ
見立てる遊びを展開し表現しようとする姿などは、領域

「表現」ねらい（２）『感じたことや考えたことを自分な
りに表現して楽しむ』［５］ことへ、また、友達と協力して
人形劇を演じたり小道具作りをすることや、保育者に対
して親しみを持つことができたことは、領域「人間関係」
のねらい（２）『身近な人と親しみ、かかわりを深め、愛
情や信頼感をもつ』［６］ことを促す効果があると言え、人
形劇観劇や人形劇遊びは幼児にとって「言葉」や「人間
関係」、「表現」の領域において、幅広く発達を促す効果
があると言うことも明らかになった。

２．担任へのインタビューからの考察
調査を終え、2015年12月８日に年長 A 組の担任から

今回の調査について話を伺うことができた。担任は、
発表会の前に人形劇遊びを経験し、演じる楽しさ

と何かを使って演じる楽しさが客観的に捉える視点が
子どもたちに繋がったのではないかと思う。発表会話

をしている時に、「お客さんが見ていてわからないか
も」とか「こうしたらもっと面白いんじゃないか」等
の思考が芽生えた可能性があり、もしかしたらこれが
ひとつのきっかけだったかもしれないと思う。

と話し、人形劇を保育に取り入れることについて、
最近の子は人形を大事にするところからなのかな、

と思う。普段から赤ちゃんの人形が裸でポンと置か
れているので、生き物として大事にするような環境
作りから始めなければならないと思う。家庭での様
子も関わってくると思う。善悪の判断において、わ
かっているつもりで話していてもピントがあってな
いことがあり、当たり前だと思って話してはいけな
いと思う。面白おかしく人形に接する際には限度や
加減を知る必要がある。友達にとがめられたり、乱
暴に扱って人形が壊れる経験をして気付き、心の面
も成長していくのではないかと思う。

と話した。
担任の話の中でも前述した「客観的」視点について語

られており、子ども達は人形劇遊びを発表会前に経験し
たことにより、保育の中で客観的な思考からの発想をす
ることができたのではないかと考えられる。つまり、人
形劇遊びは物語を読み親しんだ上で、演じてみることに
より、より一層舞台のイメージが膨らみ、発表会におい
て主体的に表現することを促す効果があるのではないだ
ろうか。

人形の取り扱いについては、人形に幼い頃から親しむ
経験が必要であること、また、子どもが保育者や保護者
から人形で話し掛けてもらう経験が必要ではないかと考
える。幼い頃からの経験の積み重ねが人形への親しみを
持てるものへと繋がり、人形が動きながら安心できる大
人の声で話し掛けることは、子どもにとって心地良いも
のであり、それが人形へ親しみをもって関わることがで
きることへと繋がるのではないだろうか。

また、担任は人形劇で遊んでいた子ども達について、
普段から切ったり貼ったり作ったりを楽しんでい

る子ども達で、「これを作るためにはあれとあれがい
るというのがピンときて、道具を持って来れる。こ
れは普段からやってるからだなと思った。

と話した。この話から人形劇遊びが主に工作の時間に費
やされた要因がそこにあることが理解できる。子ども達
は保育者が導かなくても創意工夫をして小道具を作ろう
としていたが、人形劇をやってみる際には、保育者が主
導となり、話を進めていかなければ演じることが困難で
あった。これは前述した通り、人形劇が環境として常に

［４］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　７頁
［５］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　８頁
［６］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　４頁
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あるものではなく、保育者が来た時にだけ開催される「特
別な遊び」であったからであろう。けれど、回数を重ね
ると人形の使い方を教えたり、演技の指導をする姿が見
られるようになった。客観的思考も芽生えており、自発
的に客席を想定して演じる姿や、見せ方を工夫する姿も
見られるようになったことは、人形劇ならではの効果で
はないかと考える。

Ⅲ．人形及び人形劇を用いた保育について

本研究では、年中時においては人形劇観劇前と後での
変化や、観劇後の人形劇を演じてみる様子を、年長時に
おいては人形劇遊びの中で友達と触れ合う姿や劇作りの
様子などを総合的に調査・考察したが、年中時において
は、人形劇観劇前では人形に対してあまり興味を示さな
かった子ども達が観劇後には人形に親しみを持って接し
ており、実際に人形の遣い方をレクチャーすると、好き
な人形を手に取って舞台で演じることを楽しんだ。年中
時では調査日数も少なかったため、人形に親しむ程度の
関わりとなったが、短期間であっても子どもの記憶に人
形の姿が残り、年長時になって「鳥は？」「だいこん（カ
ブ）は？」と声を掛けてくる子がいたことは、人形劇の
観劇体験が子どもにとって心に残る特別な体験であった
ことが窺える。

年長時においては、指人形によるテーブル人形劇を演
じることで、人形の役を考慮し、その役の感情を人形を
用いて表現する体験をすることができた。人形劇遊びは
劇遊びの場合と違い、劇遊びでは自分が演じ、なりきる
体験となるが、人形劇の場合は人形を介するので、自分
ではできない行動や言動が見られた。例えば、かぐや姫
を演じている時に「５人の若者が結婚してくださいと何
度も頭をペコペコ下げる」という演技は人形にさせるか
ら面白いのであって、子ども達が自ら演じるとなると、
おそらく照れて表現することはできないであろう。また

「おばあさんがかぐや姫に川へ落とされた」と言っておば
あさん役のくまの指人形を机の下に落とした行動は、人
形だからできたことであり、自分達で演じるとなった場
合には生まれない発想であろう。また、「空を飛ぶ」「キ
スをする」「斧で斬られる」といった表現が見られたが、
これらも自分では表現しようとは思わないであろう。こ
れは、松崎（2008）が述べている、

人形を用いて演じることは、自分とは違うもの・
役になって、想像力を活発に働かせることに影響を
与える。一般化された形象物としての人形が自分の
外に存在することは、演じ手にとって、日常とのつ
ながりや責任を全く感じずに、自由に性格づけをし

自由に行動することができるのである。［７］

ということを裏付けるものであると言え、人形劇だから
こそ生まれた発想を人形に演じさせることにより、非現
実的な物語を演じて遊ぶことを楽しむことができたと言
える。

人形劇遊びの中では様々な工夫やアイディアが生まれ、
協力する姿が見られた。また、演じる際に役を譲ったり、
手伝ったり、自分で役を見付けたりしながら、人形劇遊
びを楽しむ姿が見られた。このような活動をしながら友
達や保育者と一緒に作り上げる体験や、アイディアを認
められて褒められる経験は、協調性や信頼感を養い、自
己肯定感を育てることに繋がると言える。また、客席を
想定した遊びも展開し、客観的思考が芽生えたことは人
形劇遊びがもたらした効果であり、自己中心性を持つ幼
児にとって客観的思考を発達させることは、社会性を身
につけることへも繋がると言える。また、７月の調査を
始めた時と11月の調査とを比較すると、子ども達は人形
劇遊びに関わった保育者へ親しみを持てるようになって
いた。このことは、人形でコミュニケーションを取った
ことをきっかけとしていることから、保育者が人形を保
育に用いることは子どもが保育者へ親しみを持ちやすく
なると言え、保育者が子どもと人形遊びや人形劇遊びを
することは親近感や信頼感を持つことができたことから、
人形遊びや人形劇遊びは保育において子どもの心を育む
有効な児童文化財と言えるのではないだろうか。

Ⅳ．おわりに

本研究では、実際に保育に人形遊びを持ち込んで考察
を行った結果、人形遊びは幼児にとって「言葉」や「人
間関係」、「表現」の領域において、幅広く発達を促す効
果があると言うことが明らかになった。しかし、本研究
は限られた時間の中で調査を行ったため、時間の感覚が
未発達で見通しが立てられない子ども達において、子ど
もの主体的活動に寄り添う中で、保育者が見通しを立て
てやり、声掛け等により目的を達成させてやる必要があ
ることも明らかとなった。細切れな自由遊びの時間で集
中力は持続しないという姿も見られ、自由遊びの子ども
の遊びは思う存分自由に遊んでいるとは言い難い様子が
窺えた。このことから、人形劇遊びを保育へ取り入れる
には、やはり保育の中で人形や物語に親しむ経験を積み
重ねていく必要があり、経験が少ない場合は保育者が子
どもの主体的行動を妨げないような間接的主導や援助を
行なう必要があると言える。

また、人形との関わり方については、担任も「人形を
普段から生き物として大事にするような環境作りから始

［７］松崎行代　前掲　68頁
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あるものではなく、保育者が来た時にだけ開催される「特
別な遊び」であったからであろう。けれど、回数を重ね
ると人形の使い方を教えたり、演技の指導をする姿が見
られるようになった。客観的思考も芽生えており、自発
的に客席を想定して演じる姿や、見せ方を工夫する姿も
見られるようになったことは、人形劇ならではの効果で
はないかと考える。

Ⅲ．人形及び人形劇を用いた保育について

本研究では、年中時においては人形劇観劇前と後での
変化や、観劇後の人形劇を演じてみる様子を、年長時に
おいては人形劇遊びの中で友達と触れ合う姿や劇作りの
様子などを総合的に調査・考察したが、年中時において
は、人形劇観劇前では人形に対してあまり興味を示さな
かった子ども達が観劇後には人形に親しみを持って接し
ており、実際に人形の遣い方をレクチャーすると、好き
な人形を手に取って舞台で演じることを楽しんだ。年中
時では調査日数も少なかったため、人形に親しむ程度の
関わりとなったが、短期間であっても子どもの記憶に人
形の姿が残り、年長時になって「鳥は？」「だいこん（カ
ブ）は？」と声を掛けてくる子がいたことは、人形劇の
観劇体験が子どもにとって心に残る特別な体験であった
ことが窺える。

年長時においては、指人形によるテーブル人形劇を演
じることで、人形の役を考慮し、その役の感情を人形を
用いて表現する体験をすることができた。人形劇遊びは
劇遊びの場合と違い、劇遊びでは自分が演じ、なりきる
体験となるが、人形劇の場合は人形を介するので、自分
ではできない行動や言動が見られた。例えば、かぐや姫
を演じている時に「５人の若者が結婚してくださいと何
度も頭をペコペコ下げる」という演技は人形にさせるか
ら面白いのであって、子ども達が自ら演じるとなると、
おそらく照れて表現することはできないであろう。また

「おばあさんがかぐや姫に川へ落とされた」と言っておば
あさん役のくまの指人形を机の下に落とした行動は、人
形だからできたことであり、自分達で演じるとなった場
合には生まれない発想であろう。また、「空を飛ぶ」「キ
スをする」「斧で斬られる」といった表現が見られたが、
これらも自分では表現しようとは思わないであろう。こ
れは、松崎（2008）が述べている、

人形を用いて演じることは、自分とは違うもの・
役になって、想像力を活発に働かせることに影響を
与える。一般化された形象物としての人形が自分の
外に存在することは、演じ手にとって、日常とのつ
ながりや責任を全く感じずに、自由に性格づけをし

自由に行動することができるのである。［７］

ということを裏付けるものであると言え、人形劇だから
こそ生まれた発想を人形に演じさせることにより、非現
実的な物語を演じて遊ぶことを楽しむことができたと言
える。

人形劇遊びの中では様々な工夫やアイディアが生まれ、
協力する姿が見られた。また、演じる際に役を譲ったり、
手伝ったり、自分で役を見付けたりしながら、人形劇遊
びを楽しむ姿が見られた。このような活動をしながら友
達や保育者と一緒に作り上げる体験や、アイディアを認
められて褒められる経験は、協調性や信頼感を養い、自
己肯定感を育てることに繋がると言える。また、客席を
想定した遊びも展開し、客観的思考が芽生えたことは人
形劇遊びがもたらした効果であり、自己中心性を持つ幼
児にとって客観的思考を発達させることは、社会性を身
につけることへも繋がると言える。また、７月の調査を
始めた時と11月の調査とを比較すると、子ども達は人形
劇遊びに関わった保育者へ親しみを持てるようになって
いた。このことは、人形でコミュニケーションを取った
ことをきっかけとしていることから、保育者が人形を保
育に用いることは子どもが保育者へ親しみを持ちやすく
なると言え、保育者が子どもと人形遊びや人形劇遊びを
することは親近感や信頼感を持つことができたことから、
人形遊びや人形劇遊びは保育において子どもの心を育む
有効な児童文化財と言えるのではないだろうか。

Ⅳ．おわりに

本研究では、実際に保育に人形遊びを持ち込んで考察
を行った結果、人形遊びは幼児にとって「言葉」や「人
間関係」、「表現」の領域において、幅広く発達を促す効
果があると言うことが明らかになった。しかし、本研究
は限られた時間の中で調査を行ったため、時間の感覚が
未発達で見通しが立てられない子ども達において、子ど
もの主体的活動に寄り添う中で、保育者が見通しを立て
てやり、声掛け等により目的を達成させてやる必要があ
ることも明らかとなった。細切れな自由遊びの時間で集
中力は持続しないという姿も見られ、自由遊びの子ども
の遊びは思う存分自由に遊んでいるとは言い難い様子が
窺えた。このことから、人形劇遊びを保育へ取り入れる
には、やはり保育の中で人形や物語に親しむ経験を積み
重ねていく必要があり、経験が少ない場合は保育者が子
どもの主体的行動を妨げないような間接的主導や援助を
行なう必要があると言える。

また、人形との関わり方については、担任も「人形を
普段から生き物として大事にするような環境作りから始

［７］松崎行代　前掲　68頁
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めなければならないと思う」と話していたが、最初から
「可愛い！」と飛びつく女児もいれば、叩いたり投げたり
と攻撃的な関わりをする男児もいた。いずれにせよどち
らも人形とは関わりたい気持ちがあるのは事実である。
その表現方法が様々であるのだが、人形を大切に思う気
持ちを育むためには、やはり人形が動く姿を見たり、大
人が人形を遣って子どもへ話しかけたりすることにより、
疑似的に人形への命を感じ、思いやる気持ちを育むこと
が必要ではないかと考える。実際に、人形劇遊びに参加
した子ども達は酷い取り扱いをすることはなかったが、
通りすがりに関わる子どもの中には乱暴に接する子がい
た。これは、人形劇遊びに参加した子ども達は、人形で
遊び続けたことにより、人形に親しみを持つようになっ
ていったと考えることもできるだろう。

今後は断片的な調査ではなく継続的な調査、あるいは
他の幼稚園・保育園において調査を続けて行くことによ
り、保育における人形遊びや人形劇遊びの可能性を探っ
て行きたい。また、保育に取り入れることが子どもの心
の育ちを豊かにすることができるのか、あるいは別の効
果が生まれるのかなど、他の児童文化財との比較も考慮
しながら研究を続けていきたい。
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